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猶太 人 問題は ナチ ス獨 逸の 排猜太 運動な ホ、 化 ホを 的 意義を おする じ まり、 今や 世界の 如何なる 欧 
治、 外を、 經濟の 動向 も、 をの 背後 じ潛む 猶太 网際 祕密 力を 把握す る こ W な^ ^ ては をの 眞 相を 充み 
じ 理解し 得ざる もの ごな つて ゐる〇 時 じこれ は共產 主義の 禍害を 巧 腿 せんとす る諸國 にと つては 景も 
重要な 問題 どい ふべき であらぅ 0 

本稿は、 化 共 協定 岡々 情に 關 する 調窗の 一部と して、 當課喃 託 神 谷 茂を して 執筆せ しめたを もの 
なる が、 稿 中 所 說は夕 かじ 編を の お 見を 包 合し 居る じつき、 を爲を 附記す 0 




防共 獨 •がの 猶太 人 問題 

巧 論 

本調杳 員の 本 巧の ま 題は 「别强 猶太 人 問 趣」 でぁつ て、 之を 大髓 半ヶ 年の 豫 をで 基本的 じ 調査す る 
こご じな つて ゐた〇 本員は とじ 就いて 次の やぅな 調査 方針を 呈出し、 之 じを いて 實際的 調杳に 着手し 
た〇豫 をを は 巧の 如き もので ぁつた 0 

】 、一般的 調査 (御 太 人 問題の 基本 槪 念) 

1 •衙太 民族性 
2 •猜义 民族史 
3 •祈 太 諸 思想 
ん 御 太 諸 組織 及 運動 
1 r 特殊 的 調査 

1. ョ i " パ じ 於け る 術 太 人 運 励 及 反 猶太 人 運動 (特に、 獨 •が •英 •佛 •蘇 
及 スペィン 其 他 諸 小网) 


こ 


2. アメリヵ じ 於け るが 太 人 運動 及 反網义 人運楓 (を 衆网 •ヵナダ あお ホ諾 
岡) 

も アジア じ 於け る 納太人 運動を 巧 消 太 人運聊 (日 •滿 •支 •印度 •アラ ビャ 及 

アジア ロシア) ， 

一二、 化 ホ 御 太 人 問題の お來 性と H 本が 网の 使命 

-の廣 鋭な 調杳 は半ヶ 年では 無理で ある こ S は 云 ふまで もない が、 贫 しい 乍ら 出 巧る だけの 巧 力は 
しでつ も b である 〇 巧し をれ にも拘らず、 顺 々の 岡 別 じする VJ 、 をの 調査は をく 排雜な もの どなら ざ 
るを 得な かつた ので あつて、 例へ ばを 調杳が S 百 頁の 書这 なつた としても、 獨逸 又はが 太 利 等の 個々 
の网 じついて は 精々 十數 頁を 出で ない 紙數 となつ たので ある。 これでは 調査は をく 抽象的で 上 滞ろ じ 
すぎない ので 本 調査員 S しても 甚だ 不本盧 であつ た〇 然るに 十一月 じ 入つ て、 調査の 範 園を なじ 限を 
して 專ら 「防共 獨 •伊の 辆太人 運動を び 反 猶太 人 運動」 を中必 S する ことじな つたので、 最後の 一巧 
は殆 んど獨 •伊の 調を じ從 率した 〇 巧の やぅな 問題の 制限は 眞じ 望ましい ものであるが、 旣じ豫 をの 
期限が 接近して ゐ たので、 化の 調を じついて 巧 干の 無理が 生ずる じ 至つ たの も ホ 止む を将 ない 所で あ 
つた 〇 こんな ゎけで 本 調 杳の資 がの 大半は 十一月 半ば じ 入つて 播き 集. めた もので 甚だが 漏で あ b 論旨 
も缺陷 •い あるで あらぅ が、 本員の 調査は 初め じ蜗 げた プランを 巧 徹する こ这 じょつ て一應 完成す るの 


でる る わら、 化 度の 報吿 はを < をの 過程を なす ものと してを の 點御認 をを 願 ひねい ので ある 0 
紙 太 人 問題の 巧 難 さは 一通りの ものでは ない 〇樹义 人の 定義 じつい さへ々 日 ナチ ス獨 逸どフ 7 ッ 
か 太 利 どの 間で も 甚だ 異 つて ゐる 位で ある 〇 二 千年間 亡网 流浪の 紙 太 人を 血に よつ て 一般的 じ 幅 別す 
る こ は 實際上 殆んで 不可能で ある 〇だ からこを 御 太 人の 定義は を 岡を 様 じ、 をの 時の 都合 じよつ て 
かを する こごが 出 巧た •とい ふ ものである 〇獨 逸で もが 义が でも、 をの 新しい 猶太 人の 定義み 定前 迄は 
お 太 人を をのち 敎 (御 义敎) を中必 として 決定した ので ある 〇を して これは 歐ホ ー般の 衙 太人規 をで 
ある 〇卽ち 紙义敎 を信泰 する 父親の 子 じして 網 太 お 徒た る ものは 斌 太人ク J 需 做れ る〇 をの 子が 改 ちす 
れば涧 太 人 S は 見做されない 〇 だから 殿を じ 云へ ば 無お敎 を、 無神論者 、共産 ま義を などは 最早 お 太 
人では な VVJ 云 ふこ どじ さへ なる ゎけで あらう 〇 がし この種の ものは 大部を がふ 的な 問題で あるから 
をの 當初 猶太 人敎徒 どして 割禮を 受け、 しかも 特にな おの 手綺を とつて ゐな いものは 無宗敎 者と 雖も 
樹太 人と 巧 做す ので あらう 〇納太 人の子で あつても 改宗 おは 猶太 人で ない、 S いふ こどは 甚だ 不を理 
である 〇岡 揺の 如何を 問 はずさう なので あるから 網更ら である 〇 しかし 同 おの 网 家を 持たず、 諸网じ 
於て 數 千年間 お 血し 來 つた 猶太 人を 識別す る じは、 この 方法 じよるな 外 じは 致し方がない ので ある 0 
だから 之が ホぐ からの® 例と なつた ので ゐる〇 尤も 御义敎 がを の间 相の 「選民」 を識を 中む ィ J する の 
であるから^ 辦义 敎侣お あが 納 太の 化の 純化を 化 持し 巧つ たこ どは、 絕對 どは 云へ ぬ 主 6 でも 巧 化ち が 

. 旦 


シ 


巧 

據の ある 事柄で ある 〇 W すれば、 御太敎 じよる 瞄 別が 一旦が 立した な 上は、 をの 父より ホれ たものは 
改宗の お 無じ關 せず 辆太 人と 見做して もい、 當 ではない わ、*」 いふ 議論が 成立つ、 义實 際こう した 立 
場から 猶太 人口を 計算した 統計 も か 當 じある ので あつて、 巧々 じ ィ」 つては、 むしろを の 方が 理解し 易 
い 位で ある 〇實際 じがて‘ 飽くまで も納义 敎じ网 執して が 太 人を 規定し やう どす る 見解は、 觀 太敎猶 
太 人 自身の 見解の 彭 響を 夕 かじ 有しれ もので あつて、 猶太 人 自身は 嚴を じこの 見解 じ 立つ てゐ る〇然 
し 勿論 これは、 他面 じ 於て キリスト教徒 自身の コスモ ポブ タニ ズムじ もよ るので ある 0 

だから ナチ スやフ 7 ッ シストが、 新しく 猶太 人のを 義を 規定した からと 云つ て、 さう する こご 自身 
じは 何等の 不都 をはない ので ある 〇た乂 我々 日本人 夕」 しては、 辆太 人と 云 ふ お 念には 色々 の 意義が あ 
ると いふ こど、 ナチズム S ファ ッ シズ ム とじ 於て さへ もを の 定義が 甚だしく 異 つて ゐる どい ふこ 艺、 
更に 之が 「民族」 ごしての 御 太 人と なる 这义 別個の 問題と しての 幾を の闲 難がある こご、 度び これら 
の 見解の 相違は どこから 生じた どい ふこ VJ を 充みじ 理解して 獨自 のを 正なる 見解 じ 立つべき であると 
いふ ことを 忘れて ならない ので ある 0 

資本主義 をを 新し-共 產ホ義 を 克服 せんとす る 帝闕は、 ナチズム やフ 7 ッ シズ ム のを ま 的 輸入 も亦警 
戒 すべきで あらう 〇皇道 日本は 猶义人 問題 じついても 亦 獨自の 削を 的 見解を 有しなくて はならぬ 〇皇 
道じフ T ッ シズ ムを のま、 の 卿 太 理論を くつつ ける のは 木 じ 竹を 接ぐ やうな もので、 獨逸じ 比して 遙 


かじ 不合理な もの ごなる ので あらぅ 〇 ムッ ッブー ニで さへ も 伊太利の お 族 厢則並 じ 猶太 人 政策が ナチ 
ズ ムじ對 して 獨自の 立場を 形成す る こごを 力說 して ゐ るでは ないか 0 

日 支 謹を ひ束围 協同 體 Q 屬を繞 つ 了、 巧 閥 じ ミミ 築 人間 題 父 昔 霎でミ ある 今日 

る點は特じ>$す_へき-ミであるごいはねばなら；；6い。 ナチ ス (或は7/ソ 3 ) が、 「資奎義を革 
命し、 共 產ま義 を 打倒す る」 爲じ 採り上げた 御 太 人 問題を をれ ぞれ の网の 特殊性に 結びつけて 横 討し、 
之を を 新 日 ま獨衰 見解 じ迄窠 ぐ-ミが 亨 の 急務で ある v 」5。 ナ 于ズム 、從 ミを の 辆义人 政 
策が 現 蒙 ま、® 姿では 一 S 民鬻 ユゴィ ごじ 陷る 外の ない こご、 をれ は 正しい 日本 精 可 こょつ 
て 是正され る-/」 き はじめて、 をのを 體ま義 を 貫き 得る こごは 明かで ある 〇 ( 目獨 同志を パンフレット 
第 四輯參 照) ナチ スの 「非を 巧 ま 蒙」 じ おして、 伊太利が をのを 巧 お 則 じ 自然 科學的 色彩を 濃厚 じし 
てゐる (伊太利 「人 補 宣言」 の 製作 巧は 殆ん どを 部 自然 科學 おで ある) 點は 注目すべき であるが、 元 
巧、 民族 問題は 信仰 又は 自然 巧學 上の みの 問題ではなくて、 實に网 際 政治、 經濟 、文化の 刚題 ごして 
又 文科 巧 學のお 象 VJ もな b 得る ものであるから、 朝鮮、 臺懲 民族を 触が し、 あじ 東亞 協间 贈を 雄設す 
べき 日本 帝 阀のホ 場 VJ しては 特 じこの 異 民族 閒題 じ愼蓝 なる 注な を 必要 ごする ので ある 0 現じ 濁を 
じがても 一九 S と 年 二月 十八 H じを 布され た 新 徴兵 かは、 半 猶义人 及び 四み の I お 化涧も 人の 靑化年 
を 軍務 ホ じ 勞働舉 化 じ 服せ しめる こと、 しわので、 これらの お 太 人は 「非 アリ アン 人」 どしての 排巧 

五 


ホ 

から 除外され る こ々」 じなる 等の 事が あ b 、 ナチ スの 猶太 論ら、— 獨逸圃 家の 進展 じつれ て、 を おじ 處置 
されざる を 得な <な るので はない かと 考 へられる 〇斯 かる 一面は おじ 仔細 じ 調奄檢 討を 要する もので 


.第一章 濁 逸に 於け る排 猶太 政策 

ナチ ス獨逸 じ 於け る 猶太 人排巧 運動は、 をの 本質 じ 於て 二十せ 紀的 現象で ゐる〇 ご 云 ふのは、 をれ 
が 第一 巧® 界大戰 後の世 巧 資本 ま義の 極度の そ 盾と お 亂じ對 して、 資本 ま義 のな 革、 共を ホ義 打倒を 
標榜す る 一個の 新しい 運動 じ 結びついて ゐる ごい ふこ S である 0 

獨 逸が 革命 反 對のホ 場から 猶太 人を 之 じ 結びつけて 排斥した のは 何も 化 度の ナチ スが 始めて だとい 
ふわけ ではない 〇フ ランス 革命の 波が を ョーロ ッバを 藤 癖せ ん运 しわ ごき、 當 時の プ n シャ は、 ロシ 
ァ 、ォ ー スト リァと 共 じ 所謂 「神聖 同 邸」 を 締結して フランス 革命の 影響 じ對 する 巧 波 堤たら しめた 
が、 これは 间時じ 狗太人 じ おする 同盟 諸 网のホ 場 じも關 係す る こごで あつた 〇 蓋し 、封建 閒度 下の ョ 
)ロッパ謠网じ化住してゐわ猜太人の多くは、 「自由、 平等、 ぶを」 を標榜する革命運励に參加し、 
又は これを 支持す る こご じょつ て、 自己の 隸從狀 態を 解放し やぅ ごした からで ある 〇事實 、歐 米の ブ 
少ジ a ァ革 命じは 夕敕の 猶太 人、 又は 猶太 人の ま 催す るフリ ー •メ ー ッ ン結祗 員が 樞 要な 地位を 得て 巧 

擺し ており、 革命 巧のを 网新 化が は、 術 太 人じ對 する 婦 々の 制限を 徹 まして 彼等の 巿民權 を 認めた の 
である 〇 

がし、々 一つ 見逃して はならぬ 事が ある 〇 をれ は實 じ、 ホの 「神聖 同盟」 が、 な 時の】 肢 巧を 命 倘 


八 

勢の 中 じ 漸く 勢力を お 大し來 つた 共産 ま 義じ對 する 巧 壁を も 形成した s いふ こ s である 〇 「ョ ー ロッ 
パ じは 共産主義の 怪物が 徘徊して ゐる〇 を 岡の 支配階級 はこの 怪物を 退 あする ためじ 神聖 同瞄を 結ん 
だ〇 法皇と ッァ ー 八と が、 メッブ 方 ニ ッヒと •キ ゾー ごが OJ ■>」 、マ 瓜 クスの 「共 產黨 宣言」 じは 書か 
れて ある 〇當 時の 共産 ま義 運動の 中 じは、 所謂 「碑學 的 共を ま 義學說 の劍始 者た る ヵー グ •マ 火 クス 
をは じめ、 ラッサ ー レ 、、 J イネ、 レヴィ 等の 葉 名 だ 猜太 人が 參 加して ゐ ねこ は 巧知の こ*」 である 0 
ビスマ^クの 「社 曾 黛鎭腿 法」 が、 獨 逸の 共を ま義巧 猶太 人 じごつて 何を 意味した かは 云 ふまで も あ 
るまい 〇 

然し、 これは 資本主義が 世界的 じ 輿 おして 洋 々たる 前途を 望んで ゐた 時化の こ VJ である 〇今 日、 共 
をち 義じ 結びつけて 排 猶太な 策を ごり つ、 ある ナチ ス政權 は、 化 年の かき 半 封建的な 民族 ブ^ジョ ァ 
ジ ー の 化 表 者では ない 〇 だが、 歷 をは、 或る 窓が じ 於いて 廻轉 的發展 をな す〇從 つて 巧々 は、 上記の 
十九 化が の排共 產ま義 、排 猶太 政策の 中 じ 現 化 ナチズム のをれ の 肅ザ的 形態を 見出し 得る こどは、 恰 
も 現 化の 共を ィンター ナシ ョナ 八 運動が、 遠く フランス 革命の 眞只中 じ 早く も發 芽した のを 見る かく 
である 〇 

然し、 ナチズムは、 前 じ 一言せ る 如く、 世界を 本 主義の が收 すべから ざる ネ盾 のさ 中 じ 生れ 出た 一 
個の 新しい 運動で あり、 おじ 獨逸じ 於いては、 乂戰 がの サヴュ I 卜の 出現と 崩 機、 弱 贈なる 社 曾 民 ま々 


義 共和政が の 下 じめ ける 階級 選の 混？ 蓮を 開して、 敗戰國 として 諸 外 岡より 抑 腰され ミ ぁ 

る獨 逸民 族を 救瓣 せんる する 民 旗 解放の 理論を 運動 ごして 現 はれて ゐる巧 じ 特種の 荒義を 有して ゐ 
る 0 

溝) 節 ナチズムの 民族 理論 

ナチ スの 猶太 人 排斥 運 5 理論的 根據 は、 先 •つ 第一に、 ナチズム® 民族 理論 じな ぇこの 理論が 實 
際 じ 生じ 巧つ た 社を 恼勢 ご、 をの 眞の 意義 じついて はが じ 述べる が、 なでは 先づ 、をの 民族 原則 こ 一 
瞥を 輿へ る こと、 しやぅ 0 

言、 ナチ ス厶の 「馨」 でぁを の 如ぐ 見做され、 現 化 獨逸賣 の 信？ なつて ゐる f ヒて 
ラ ー の MeinK—f (r 巧が 励？ — をの 初版は】 九 二 冗 年に 出版され た) じは 次の やぅ じ 記されて 
ゐる〇 

「民 巧 的 世界 觀は 、人類の 意義を をの 糊 族 的 元素の 中 じ 認める 〇 この 化が 觀 は、 网家じ 巧して お刖 
的には 單に s 的 Q 爲 《 Q 手段 《みを 認《、 5 Qg 赏人 5 S 整 在 gsc みる どを， へぇ 同 
時 じ、 郁 巧の 平等 性を 斷 じて 詹ス補 爱蠢性 互 ハ じ、 谷 種族に をて いい 高き’ 巧は いい 化き 
傾 値を 認 《る。 をし ミ 祭蕩 じを いて. 宇衝を 支配す る 永遠の 蜜 だ 化 ひ、 いい. はきもの、 いい 强 
きもの、 勝 ホを 化 進し よりおし きも Q 、 よ b 弱き も Q 、 驚を 期待す-へき 義務を 威 中る。 をれ は 又 


腐 則 ごして 人 閒は赏 族 的な ものである VJ いふ お 本 お撤を 巧し、 然も この 法則は、 媪 後の 一人 じ まる ま 
で、 すべての 人 じぶ 當 する ものと 信ずる OJ 

か、 る 補 族 巧 則 じ 基づいて、 ヒプ トラ ー は あじ、 アブ アン 民族と 御 太 民族と を對 比する 〇ア リアン 
民族と 猶太 ほ 族とは、 をの 本質 じめ て 絕對じ 巧異る のみでな く、 實じ 「アリ アンの 正 反對が 猶太 人で 
ある 」 VJ いふので ある 〇 

アブ アン 民族は、 歷 おが 證 明す る 如く、 征服者で ぁり、 理想 ま義 的で ゐ b 、 天才 的な 高等 K 族で ゐ 
る〇ア リアン ほ 族は 元來 遊牧民で ぁつたの が、 時化 せ ハに 定 化を なつた ので ぁつて、 遊牧民の をす 
る 理想の 生巧槪 を、 ょ b ょき 發展の 基礎 艺 なるべき 「化 審」 の槪 をを 巧して ゐる〇 

之 じ 反して、 「猶太 民族は 遊牧民で あつた こどは 1 度 もな く、 いつも 他网 民の 體內 じあ 生して ゐ た」 
ので ぁ り、 「いつも 自 みの 潮 族の ためじ、 新しい 戲養 地域を 採し 求めて ゐる 〇」 御 太 人は 「種族の 維持 
VI 增顯 のた めの 生きたち 機體 でぁる」 岡 家を ちしない 〇 「明確な 境界を おする 岡 家 どい ふ槪 なは、 つ 
ねじ 网家內 の 民族と いふ 理想 ま 義的威 情を をんで ゐ る」 ものでぁるが、 猶义 人は、 か、 る槪を も國家 
も 有せ や、 從 つて、 をの 上 じ 築かるべき 固有の 文化を 有しない 〇 「かくて 猶太 民族は、 穗 々の 明確な 
智 性を ちして ゐる にも拘らず、 眞の 文化を おせ や —— 彼等 特 おの 何物を もを しない。 猶太 人が 今日、 
如何なる 文化を おして ゐる 如く 見を やぅ S も、 をれ は 本 巧 化 民族の 肋 巧な ので あ b 、 然 かもを れは猶 


太 人の ずに 渡つ て 腐敗せ しめられて ゐ るので ある 〇」 

術 太 人は 熱烈なる 民族意識 「選民」 意識を 有して ゐ るが、 をれ は惡魔 的な ユゴ ィズムで あり、 彼等 
の智 性は 「狡 智」 である 〇從ホ 猶太 人の 天才が 非常 じ 多い ど 云 はれて ゐ るが、 をれ はま 夕」 して 青 傅の 
力で あつて、々 日 世界の 主要なる 宣傳 通信 機關の 大部は 网際斌 太 人の 手 じ 捏られ て ゐる〇 

御 太 人は 自己の 目的を 達する ためじ、 資本 ま義を 利用し、 巧を ま義を 創造して 巧 ホ 民族を 崩壊せ しめ 
ん どして ゐる〇 をな 主義， 享 樂モ義 、虛僞 、怠慢、 馬鹿々々 しさ、 —— これらは すべて 網 太 人の 手段 
である 〇な上 じよつ て、 獨逸お 族じ對 する 「御 太 民族の 思想 方向は、 明瞭で ある 〇卽ち 彼等は、 獨逸 
のボグ シょグ キネ 化を 完成し •これ じよって 獨 逸の 智識 階級を 絶滅し、 かくて 御 太 化 巧經濟 のま 配下 
じ獨 逸人の 游働 をを 力を 隸屬 せしめん S して ゐ るので ある 〇」 

な 上が 大體じ 於て ヒット ラー の 民族 觀 、從 って 御 太人觀 であ. 〇、 現在 ナチ ス •濁 逸の 御 太 人 排斥 運 
動のあお的根據は、 實じなじなる>^云ってよいのである0 

なじ 甚だ 輿が ある ことは、 ヒット ラ— が 紙 太 民族を 論して ゐる內 をが、 御 太 シォニズムの 根本 思想 
を 示した もの ど 云 はれる 「シォンの プロ トコ ー 八」 じ 甚だ 符 をして ゐる こ夕」 である 〇確 かじ、 誰でも 
フロ トコ ー 八の 內を をを のま、 一個の 事實 S して 巧を するならば、 ヒツ トラ ー ど 同じぐ 「测り 知れ a 
力を 持っ 述命 Schick 爸 一が 巧々 人間の か b 巧ざる 理由 じよっ てこの 少数は 巧の ながの 勝利を 豫 をした 


のでは なかつ わかと いふ、 一つの 陰 鶴な 疑問」 じ藥 はれ、 或は 恐ら ぐ、 ヒット ラー， と 同じく 「な 信 的 
な 反 猶太 ま義 を」 (ヒット ラ ー) S なる でも あらう 〇 をれ ほでプ n トコ ー 八の 內 をは、 猶太 民族的 利己 
ま義じ 充ち滿 ちて ゐる〇 

巧し、 何故、 特に 獨逸じ 於て、 現 化の 排 猶太 運動が 口火を 巧 b 、 然 かも 斯 くも 猛烈 じ 巧 はれる じ ま 
つたので をら うわ 〇巧 々は、 獨逸じ 於け る 猶太 人 問題の 本質の 究明の 眼を 巧 じ 注ぎ、 これ じょつ て、 
ナチズムの 民族 理論、 特に 反 セム ま 義を批 が 的 じ 理解し なければ ならの 〇之 じょつ て、 ナチ ス 政府の 
牺太人 排斥運動の 「政策」 的 患義が 明か ごなる ので あらう 0 

ナチズムの 猶太ん 觀 は、 をの 論旨 じがて 徹底して ゐる〇 猶太 お 巧を 惡魔 的なる ものと して、 徹底的 
じ ァリ ァン 民族 じ お 立せ しめ-或は 帝 网ま義 的 資本 ま義 はすべ て 网際猜 太 か 閥の お 太 世界 經满 建設の 
表現で あると なし (例へ ばを fred m す資 " ，， D ち Ka 吕を Nwischen sda U 日 dtjapan .-- Miinche 己， 1934. 
佐 竹幡太 郞邦譯 「狗 太艺 日本の 戰 ひ」 ぁち)， 又 他方 じ 於て 「ボ八 シ主ゲ ィズムの 跋 唇は、 畢覚 猶太 人 
の 陰謀 じ 外ならぬ」 (一九 一二 六年义 月、 ニユ ー 八 ンべ八 グ黨大 を じ 於け る、 ナチ ス かを 部長 ロ ー ゼンべ 
V クの溃 說參照 〇 Berliner 密 rsen - ze ぎ 畏.) VJ なして 國際共 產ま義 も ホす ベて 猶太 人じ歸 する が 如き 
が 之で ある 0 

か、 る 見 僻は、 民 殿のを あせる お 機から 巧た もので、 をの 限り じ 於て 或 種の 民族的 ユ ゴ イズムが 見 


出される ので あるが 〇 これは 極 巧の 危機から 獨逸 民族を 救出して 正常なる を展じ 向は しめる 此發點 ，と 
しては 止む を 得ざる み 第で あつた 美へ やぅ。 併」 い. つれ じし T もこ 0 危機 算開盖 だ、 をの 民族 
論のを 理 化が 巧は るべき は 必然で なければ ならない 0 

第二 節 ナチ ス民巧 論じ 對 する カソリック 敎會 の圃爭 
ナチ ス 民族 理論に おする 反對 は、 共を ま義 をび 資本 ま義的 自由 ま おの 立場から なされて ゐ るが、 共 
を ま義の 徹底的 掃 護の 獨逸 じがて、 5 力な 望 的 見解を 持し ミる ものに カソ ブク敎 をが ある。 
カソリックの 養 的 巧 則、 をの 77 ッシ ごじ おする 批判は、 別 章 伊太利の 排猶 塞 動の？ 紹 々し 
て 置いた から、 なでは 特に 述べない 0 

囊肇後プ ご5夕 >^ふ舅莫して、 4^ッッック敎會はを0靈馨を餐寡おが、 

一八ち 年 獨審网 の 統一 後 じが、 いても、 巧 ホ獨 逸の カソリック 敎 徒は、 口— マ 敎會の 援助 じょつ 
て、 ビス マ八ク をせ どす る 獨逸政 權じ掛 して、 ち敎じ おする 网ぷ權 力の 干渉な 對 の、 いは ゆる 「文化 
圆 ず」 を 巧つ た。 併し この 圆 ずは、 前節で 述べた やぅ， じ 恰も 羹義 の影嚮 でに 發展 し來 つた 赴を 藻 

じ おする 對抗 上、 ビスマ^クのを おじょ つて】 八 八 〇 年 じ終赌 を吿げ •翌八 一年、 カソリックは 獨逸 
中央 黙を 結成して 近年 じ まつた ものである 0 

々日 ナチ 5、 堂 §設 ま 案を をして ゐ るが、 之が 赞 段 どして 馨は 一九 一ニ ニ 年、 獨 


逸 基督 お 信仰 速聊， ，空 anb 空 sbewegung 日 eutsche Chris を n : を 結 化した 〇 をの ま敎政 巧が、 嚴じ獨 逸 
のな、 民族主義 世 ホ 舰じ 立脚す る ものである こ ミは 云 ふまで もない 〇獨 逸のを 體ま義 じと つては、 獨 
逸の 特殊の ならざる 一巧の 普遍的なる ものは 排 鞍され る〇 ナチ ス はを の蔥 ホでは、 嚴 をには ち 致 一般 
じ お 立して ゐる〇 ヒット ラ ー は 化 巧の 如何なる 宗敎 じら 歸 がして ゐ ない 0 
然る じ クリスト 敎 を、 特に プロブス タント じ 比して ょり 夕ぐ 非獨逸 的で あ b 、 ゲァチ カンを 中必 どす 
る、 コスモポリタン 的ま敎 である カソリック 敎 をは、 ナナスの 民族 理論に 對 して 強力 じ對 立した ので 
ある 〇 然も カソリックは、 をの 敎曾及 敎理ご 統一的で ある どころ の 「政 巧の カトリシズム」 の 表現と 
しての 中央 黨を 有して ゐ たので、 この 對 立は 又、 政治的 對立 どもな つて ゐた〇 この 點 、プロブス タン 
卜 、特に 八 1 ブ^を 曾は、 獨 逸の 网敎的 性 巧を 獲得して ゐ たので、 近代の 政治的 獲を じは、 か 當の順 
應 性を ちして ゐる〇 

一 化 一二 一二 年 一巧 一二 十日、 ヒット ラ ー は 獨逸宰 かどな り、 なじ ナチ ス政權 はを の 第ー ホを 踏み出し 
た〇之 じ對 して、 獨 逸の カソリック 敎 司を 等は 一致して 中央 黨 支持を 宣 明した 0 

ご 一十 S 年 二月 一日、 ナチ ス政權 は 一切のを 敎敎 派を ナチ ス黨の 統制 化 じ 置 ことを ち 言して な 巧、 ナ 
チス政 滞と* リスト お會 (カソリック おじ プロブス タント) との お 立 抗爭は 公然たる 姿夕」 なつて 現は 
れ れ〇夕 數の獨 な カソリック 司 巧が をの 宣言 じだ 啜を 加へ たが、 就中 特に 問題 ごな つたのは •次 じ お 


げる ナチ ス黨 綱領 第二 十四 條 であつ た 0 

ナチ ス灘 綱領 第二 十四 條 

「巧々 ち 閔家巧 じ 於け る 一切の 宗敎的 信仰 じ對 して、 をれ が國 家の 蓋を 危殆なら しめず、 义はゲ 
こ ン民族の倫理威及び道德雙」抵觸甘ざる限りをの白由を要筆。 わ^も客しての黨は. 或る 
一 蒙續に 葉せられ ずして、 實 證のキ ，スト 敎の立 寒 化ます。 黛は 巧 部 的 じ も 外部 的 じ も 猶太 
灌物論 鬟雙 對し T 抗 ず」’ を 甘て 養 民 Q を 的馨が 寥麵に 基いて 內部 的た" はるべき 
こ W を 確信す。 卽も糞 ホ 益. はお 的 利益に 傻 先す。」 を 『をち‘ ロミぎ 巧 is を" 2 g 口 >p .旨む を. 
ne Welt ; 旨咨 hauli 昏 en を 旨 dgeaank 蛋 . 5 資， S . 18 し 

マィンッ Q 堂 局は、 奢 綱倾條 項は、 方 ッブ会 人道 精神、 宇蜜義 に抵觸 する 5 して 臀吿を 
發し ち卽 ち、 斯の 如き 畐 的なる 强權じ おして、 カッ リッ ク敎 徒が 正 化の ナチ ス賣 たる こごを 禁 
じたので をる 〇カソ ブック 中央 誤は、 ヒッ トラー を ま 班 ごする 內閣じ 協力す る こ S を 拒絶し、 カソリ 
ック諸 闡體も 協調を が 否し、 司 巧の 多く も ホ 反對實 言を 發 した 0 

S 巧 お 円の 總逃舉 じょつ て議 貝の 過が 數を 獲得した 後、 同一 一十 S 日、 ヒ トラ I は、 議舒じ 於て、 キブ 
ス 敎 々義は 獨逸闽 民を 巧のを 觀 •の 保持 上强も 重要なる 要素の】 である こご、 並 じ ナチ ス政權 は獨逸 
キリスト 敎 V 」 諸 网家閒 の旣楚 協約を 韓？ る，、」 述べち 义间 時に ヒッ トラ 1 は 、 T マ 達に 對し 


て 「獨 逸网 区の 遺 鶴のを 生の 爲 じは、 キリスト 敎の實 力を 不可 缺の もの s 思惟す るを なて、 をは 親 下 
ごの 親善 夕巧關 係の 益々 お强 されん こごを 切望す る」 と帮 明した 〇 これ じよつ て、 ナチ ス政權 ご カソブ 
ックの お 立は 一時 か廉を 得た ので、 濁 逸の 全 司 巧の 署名 じなる 司祭 書翰が、 ホ 月 S 日を 巧され、 カソ 
リック 敎 徒が 新政 權の下 じ ホち 臨 社べき 一般 巧 則を 規定した 。をれ は、 俊聲 巧な 非を 督敎 的が 策、 並 
じ 排他的 民族 槪を じついて 蠻吿 し、 尙 、民族主義の 敎會の 理念 じ反掛 して、 敎會の 自由を 要請す る も 
ので あつた 〇 この 要求 じ對 して ナ f ス政權 は 特別 じ反對 しな かつた ので、 と 巧 二日、 樞密官 eg 色 口と 

Pacelli 及び、 闕務 大臣 じして 副總理 たる Von Papen W の 間 じ コン コ） ダ） 卜 (Konkordat -PI 

マ 法皇 ど 岡 家 ィ」 の條 約の こご) の 調印を 了した 〇 をれ は、 お 則と して カッ リック 敎義の 遵奉の 吿 白を 
びを 然 たる 實踐の 自由を 確認し、 之じ關 する 宗敎 自治 じついて 巧なら 廣化 U 保證を 輿へ る ものである 0 
この コン コー ダ ー トは一 化 一二 一二 年 九月 十日， ナチ ス政權 ど ロー マ 法王， との 間 じ 正 まな 批准が 巧 はれる 
ことじよ つて 確定した 0 

ホの コン コ ー ダー ト じは 一つの 條 件が あり、 をれ は、 右の 如き カソリック 敎の 是認、 巧 證の化 りじ 
カソリック 諸脚體 は、 何等の 化浩 的勵髓 じも關 係し ない、 ミい ふこ ごで ぉつた 〇 ( 田 0 を P op > e な、 S . 
524 -- Konkordat - Art . 31.) 义當 時の 獨 逸の 特殊 毕 およらして > をび 右 コン コー ダ I 卜の 約款より し 
て、 ロ ー マ 法皇は 僧侶の 政黨 員た る こご 並 じな 意の 政黨 への 稅棟的 支持を 禁 北すべし とおを された 0 


第一章 獨逸じ 於け る排 猶太 人 政策 

第】 節 ナチズムの 民族 理論 

第二 節 ナチ ス 民族 論じ 對 する カッ ブック 敎會 の圃ず 

第一 一一 節-ナチ スの排 猶太 人な 巧 

第一 款經濟 的 制限 

第二 款 猶太 人を 巧 縛す る 通貨 規を 

第ー ニ款其 他の 巿 民の 自由 じ おする 制限 

鑽 四節獨 巧を 併 並 チユッ n 問題 ど 猶太 人 排斥運動、 をの 他 

巧一款 アン シ 。八 ス と 猶太 人 問題 

第二 款獨 逸の チユブ コ 侵入 VJ 消 太 人 問題 

第ー ニ 款獨逸 大化館 貴が 殺 事件を めぐる 御 太 人拂巧 運動： 



二 


第二 寿か 太 利 じ 於け る 猶太 人 排斥 問題 ミ 化 

第一 節 伊太利 「人種 宣言」 一二 九 

第二 節人穗 宣言 じ 割す る カソリック 敎 曾の 對立 四 六 

第 S 節 法王 じ對 する ムッソ ブ ー ニの 反 殺 四 力 

第 四 節 伊太利 じ 於け る 猶太 人 排斥運動の 前進 五 二 

f を 二章獨 •かの 排 猶太 政策の 討究 おと 

络 一節が 太 利 民族な 策ど獨 逸民 族 政策 五 セ 

第二 節 ナチ ス獨 逸の 排涧太 あ 策の 現實 的ぶ 礎 六 一 

第ー ニ 節 伊太利 排お太 政策の 現實 的を 礎 も 二 

參考 統計 八 一二 


つ 巧 onkordat. .Art. 32.) 

右 じあいて、 約 半世紀の おきじ わたつ てを の 政治的 地盤を 築き ぁげた カソリック 中央 黨 は、 同年 セ 
月 五日を なて 解黨 する じ まつた 〇 カソリック 敎徒 のま 持の ぁつた バィ ユ^ン 人民 黨 (口ち" Jg をの ろと— 
昏 ar 逞も間 もな ぐ 解散し ち' これは 實じ 岡な からち 敎 、特に カソリック 敢を 引離す 上 じがけ るナ 
チス政 權の實 質的 勝利を 示す もの じ 外なら ない 〇 ( な 上は まどして、 堀 聲を氏 「ナチ スを體 ま 義闕家 
夕」 々ソ ブック 敎 お」 I 岡 家 寧 巧雜誌 第五 十二を 第四號 ！ じ 化つ た 〇) 

然し 乍ら、 これ じよつ て、々 トリック 敎艺 ナチ ズタ」 の對 立が 解消した ご 考へ るのは 早計で ゐる〇 こ 
の兩 をはを の 思想が 巧理 じめいて、 殆んで 相容れな いらの が ぁる 〇元ホ 宗敎じ おして 你り關 也を 持た 
ない ヒット ラ ー ら宗敎 統制の 立 巧から 一般 キリスト 敎 的信條 じついて 云々 せざる を 得な かつた ので ぁ 
るが、 キリスト 敎の 喪醬ど 網太敎 ごの 不可を の關 係を 否定す るた めじは 夕大な 阻 難を がふので ぁる 0 
特に、 舊約盤 書の 取扱 ひは 然 .りで ゐる〇 

ナチ スの 政樞 獲得な 巧 五ヶ 年の 間、 この 舊約 Old Testament を 非妍太 的、 又は 猶太 的な ものごし 
て こなし まるため じ 補々 の 巧 力が なされね 〇 ^ 1 デン ド^フ LudendorfT とを の 追從お 等は、 バィ 
ブ少 ど 共 じ キリスト 敎を も、 獨逸 北方 民族 じ 課せられた 柬泮的 迷信 或は 信仰 艺 して 拒を しわ 〇 化の 人 
々は， 今円の辦太人は盤韶の时化のィスラユ 八ほ族とは關ががないご斷をした〇 この說によ1で、 ダ 


ビデ や豫 言を 等のを おは、 ユブブ Ezra やネへ ミャ Nehe 吕 iali の 殿が な俾法 じょつ て 継承され、 夕 
グム ー ド (T を吕 ud ! 納太敎 の 聖典) の 說辯じ 終は つて ゐ るの だから、 お 太を 姨 はお 約 聖書を 猶太 的 
理想を 反映した 書 だと 云 ふ權利 もな く， 又 をれ を 神 及び お 義の蹤 太 的 おを の 反映した 書 だ どい ふ權利 
もない、 と いふので ある 〇 

おじ 他の 人々 は 云 ふ〇舊 約の ぞくの 部を は獨 逸人 じ夕」 つては 與 かがない 〇 をの 夕< の 部 巧は® 殺 化 
して ゐて學 校で 使用す る じ 適しない が > 併し 或 部み は尙 使用し 触學 して 利益を 得る こごが 出 ホる、 so 
この種の 中を 半端な 辯 譲 お 等は、 舊 約の 中 じは お干の 化 方 的 要素が あつて、 をれ を 他 民族が 借用した 
こ VJ が 明かで あつて、 をの 部み は、 セム 的な 外 觀を呈 して ゐ ない、 S ま 張して ゐる〇 
おし 乍ら、 一部の 僧侶、 學 者は 別 VJ して、 一般大衆 じごつ ては、 舊 約の 巧を をの ものは 問題で あつ 
て も、 をれ が衔太 的で ある どか、 無い どかの 問題は 大した 興 ホが なかつ れ〇を こで ナチ スの 指導者 等 
は、 舊 約の 歷あ 巧 をが 親して、 お 太敎を キリストをから 完を じがり 離し、 前 おじ 先天的な 犯罪 敎だど 
いふ 烙 巧を 巧し つけたの である 〇 ヒット ラ ー は 「巧が 圆爭」 の 中で 衔太敎 は、 猶太の 民族的 純粹 性を 
維持 せんとす る 諸が 法の 集成で あつて、 を 敎の價 値は ない と 記して ゐる 〇 ( な 上は まどして-* Jews 

hi oerm 旨》、、 by Leo 邑 Id G. RI 旨 tefiore. s z を呂 口一 巧 eview.、* January. 1938 .じ 巧る o) 

ナス ナ的 世み 觀 が、 ヵッ リブ ク 的を 儀 VJ が をれ ざる こどは 正 じあの 如くで あるが、 ヒット ラ ー じ 重 


巧されてゐる、 ァ 八フ ン ッド • nf ゼ ン V ^グの著 「二十世がの神話」 は、 ローマ敎をじ於ては禁書 

目錄じ 登記され た 〇 (0 蛋 erva を re Riano , 1934, ド 14」 义獨逸 ヵトリック 敎 をは、 中央 黨 のが 解 後、 

「ヒット ラ ー •ユ ー ゲント」 じ おがして、. コン コ ー ダ ー トの 規定 じ從 つて 「ヵソ プック •ユー ゲント」 
を 結成す る 等を の對 立は 蔽 ふべ くもない が、 一九 S 五 年 十二月 じは、 ヵソ ブック 靑年闽 も 解散され て 
「ヒット ラ ー •ユ ー ゲント」 じ統 をされ る じ まつわ 〇然 し、 これは、 タソ ブック ご ナチ ス どの 完 查な馳 
和と いふよ b は、 より 夕く 、ナチズムの 內的驳 立 ご 見ら るべき 面を おして ゐ ると 云つ た 方が 眞窜 じ 巧 
いやぅ である 〇 この 雨 あの 世界 觀のお 立は、 を理 のじ 解決され なくて はなら ね 0 
第 S 節 ナチ スの排 猶太 政策 

ナチ スは 上記の やぅな を 族 的 巧 則から、 獨逸 闕內の 民族の 純潔を 保持す るた めじ 徹底的な 猶太 人排 
斥の 政策を VJ つた 〇卽 ち、 先づ、 r 獨 逸人の 化と 名擧 どを 保護す る 法 伴」 じ 化つ て、 獨 逸人と 猶太 人 S 
の婚删 、並 じ婚棚 外の 牲 をを 禁止し、 猶太 人の 家庭 じ 於て 獨逸締 人を 雇用す る こど 禁止した 〇御太 人 
どの 雜婚 じよつ て 生れた 子供 等は、 「ヒット ラ ー •ユ ー ゲント」 じ 加入す る ことが 出 巧ない 〇 「ヒット 

ラ1» ユーゲント」 の成員でなか つわものは、 實際生活上、 徒弟ををにもを業生活じも乂るこごが出 
巧ない ので ある 0 

一九 一二 一二 年 四 巧と 日の r 官 おみみ 保證 なを じ 願す る 法律」 じめ て、 御 太 人の 官公觀 を 刹 奪し、 總て 


の大學 巧の 他 獨逸网 民を 體の 利益を 目的 夕 j する 自由 職業 じ猶 ぶ 人を 入れる こ w を 拒 あした 〇の みなら 
ず、 猶太 婦人を 秦じ 持つ キリスト 敎 徒の 敎師 、敎 巧、 新聞 雜誌記 お 等は、 をの 妻を 離媳 しなければ、 
をの 職を 免せられ るので ある 0 

をの 他 一九 一二 五 年 化 巧 十五 日 柳を の 一ー ユ ー ^ ンべ ググ法 等、 實際上 殆んで お教の 法が、 命 かじょ つ 
て 猶太 人を 獨逸网 外へ 驅逐 する のじ 垂 力を 擧げて ゐる〇 

ナナス 獨 逸の 猶太 人排 巧は、 十九 世が のをれ ど異 つて 著しく 組織的で、 ラデォ 、新聞、 雜誌 、集を 
學 校、々々 はすべ てを の 武器 W なつて ゐる〇 反 セム ま義の 組織的 敎義 は、 か學 校ょ b 大學じ まるまで 
の靑 少年 じ 課せられて 居り、 學 校の 敎程 じは 必ず 猶太 民族の 罪惡 あが 取扱 はれて ゐる〇 敎師の 手帖 じ 
は、 を學巧 じ關聯 した あらゆる 民族 理論の 參 照が 指示され て ある 〇数學 の 時間 じさへ、 一般人 口じ對 
する 猶太 人口の 割合 ミ、 例へ ば 一九 一ー ニニ 年 じがけ る 猶太 人の 博 十一， の 比な どじつ いて 留問 する こ 艺がお 
巧る 〇歷た 巧では、 ゲ H ^ サ T ユ條 約じ對 する 猶太 人の 責任を 問 ふこ， とが 許され、 英語 科では、 英國 
のフ T ッ シストで 反 セム ま義 者で ある 留 r Oswald MOSIe 》 の 著書が 擺譯 される 〇 猶太 人 排巧の 熱 ふな 
敎師 は、 网お社 巧 主義を 師 組をから、 物質的な 拨助 さへ まける こどが 岀 ホる 〇 勿論、 學 校の 岡 尊 館の 
寐 書を かむ 官の 書名ぶ 中では 反 セム ま義の 書が 斷然 優位を 占めて ゐる〇 

嚴も 倫理的、 巧學 ので あるべき 學 おの 敎 巧が 化の やぅで あるから、. 他の 方面 じ 於け る 排鄉太 運蝴の 


猛効 さは 巧して 知るべき でぁらぅ 〇特 じ官 患から 默認 された な 的 巧 動じ 於て は 一層の こ这 でぁる 〇ナ 
チス の政權 獲得 巧 ホ じついて さへ も、 化 等の ぁらゆる 事實 、事件を なじ 摘記す る ことは をの 煩 じ堪へ 
ない 〇 然し 巧 じ 巧、 ナチ ス政權 下の 獨 逸の 排 猶太 人の 實際 じついて 一應の 槪觀を 試みる こどは 必要で 
ぁるから、 なでは、 極く 致 近の 事柄 じついて 年 巧 記 的 じ 記して 見やぅ 0 
第一 款經濟 的 制限 

一九 一二 六 年と 月 九日、 大藏 おは 新婚を が圃 家から 借 入れ わ 結婚 資金を 獨逸巿 民の 商店から 家具を 買 
入れる わめ じ 使用し なければ ならぬ VJ の 命令を 發 した 〇 これは 云 ふまで もな く 猶太 人 商 おの ボィ コブ 
卜の 合法化の】 つで ぁる ご 見て 差 支へ ない 〇 同日、 涧太 人文 化 委員 田 旨 S Hanke 一氏は、 獨逸じ 於け 
る 映 蕾 劇場の 所 あ 者 じは、 もはや 辭太人 はぜ 巧し なくな つれ、 と聲 明して ゐる〇 
と 巧 十一 二日の 「ァングリ ッフ」 紙： D ち A 日 gr 奇 によれば、 當 局は、 が 太 人の 谣樓 商人 あび 權樓 
が ひは 「無 寅 巧で ぁる」 どの 理由で、 彼等 じ 許可を 狀の 巧を 附を しない 泛 のこと でぁる 〇この 職業は 
獨逸ホ 業へ 原料を 供給す る 一部 門 どしての 廢 品の 觉集じ 重要な ものでぁるが、 上記の 法み じよつ て、 
数千の 中 •下 曆觀 太 人は をの 生 巧を 失 ふこ どじな つた 〇 「ァングリ ッフ」 紙 じよれば、 この 仕事は ヒ 
ツ トラ？ •ユ ー ゲント じよつ て 巧 はれる ことにな つた ご 云 ふこ 違で ある 0 

一九 己 六 年 九 巧 二十四日、 納义 人が び ヵソリックの 職業 お 介 所は、 同年 十二 乃 S 十 一 日な 後を の活 


動を 停 北すべく 命み されね 〇 これによ つて 一九 s セ 年な 後は 涧太人 及び ヵソリック 敎徒 たる 失業者 
は、 「ナチ ス 灣働戰 線」 の网 家職 業 おか 所 じ 於て 化 事を ホめ な < て はなら なくなつ ねが、 これ じよつ 
て 種々 なる パンディ キャップが 附 される こごは 云 ふまで もない 0 

一 化 一二 六 年 十 巧 初甸 、ポ メラ ニャ (Pomerania 化方獨 逸、 ポー ランド じを する 州) 當哥 店、 獨遁 

人は 微太人 じを 物を 賣 つては ならぬ どの 命み を發 した 〇グ n ダ- ッブ ( G 10 弓 i な —— 化方獨 逸、 レバ 海 
附近の 都巿) の ナチ ス 指導を も 亦、 猜义人 じを を 巧へ ては ならぬ 夕 J 蠻吿 した 〇特じ 農民は、 彼等が 紙 
太 人 ど 取引して ゐるこ VJ を發 見され た 場を じは、 をの 地を 追放す るか、 又は 重い 罰金に 處 せられる ど 
云 ふこと を 注意され た 0 

十月 四日、. 帝國 文化 省は、 伯が の 猶太 人 美術商 等じ對 して、 一 化 S 六 年中 じ 彼等の 商品を 賣 却して 
をの 巧 資を解 巧すべき こごを 命じね 〇數日 後、 すべての 網 太 人販賣 おは、 自己の 顧を 名簿を 「獨 逸勞 
慟戰 線」' へ罢 おを がく 命作來 か' た'。 これ じよつ て 微太人 VJ 取引を 繼續 しつ、 ぁる 「ア ，アンとの 裏 
巧者を ブラック •ブ ストに 登記 せんがた めで ある 0 

十月 十八 日の 「アングリ ッフ」 紙は、 猶太 人 所頗ご 目され るプパ ー トメ ント •ストアを 黨の 統制の 
ためじ 驅遂 せよ とま 張した 〇 同紙は、 ぞくの 猶太 人 デ パー ト 、例へ ば、 ダム 八トパ イム、 ベ^ブ ン等 
の 乂デパ J トメ ント •ストアが 反 猶太の ボイコットを 避け るれ めじ 偏 陥 巧 じ 「ア ー ブア 化されて ゐる J 


VJ 宣 明して ゐる〇 十一月には 岡家脊 計を のを 議が ブィ マー 八に がて 開 償され、 紙 太 人 商を の 「經 濟檢 
巧 」 --economic examination .。 をけ ふこ VJ じょつ て、 現が 法 巧の 綻圃內 で 網 太 人を 業を 排除す る 計 藍 
が 立てられた 〇 これらの 「經 濟檢 を」 は、 ヒブ トラー の獨逸 自給 自あ經 辨阳ヶ 年 計 盡の線 じ 沿 ふて が 
はれる ものでぁる 〇同巧 獨逸內 の 紙 太 新聞は、 止 地所を をた る 網よ 人は 一九 S 六 年末迄 じ、 をの 化當 
をを 戾す V く 要求され たと 報じて ゐる〇 をの 嬰 ホは、 おも 訴認乂 S の關 係を 終了した を ホ お 巧のを 望 
じ 聊機づ けられ わ もの だと 云 はれる 0 

十一月 二十 九日、 大藏 巧は、 をの お 用 員じ對 して、 十二月 二十日を じ、 彼等 自身を びを の 配 隅を の 
民族の 出 自の完 をな 證 明を ま 示す る ことを 命じた 〇 をの 命 かじ ょれば、 官 おは 自己 及びを の 同僚の 民 
族的雜 潔を 明か じしなければ、 み 給を 期が する ことは 巧がない 〇 をの 盤 日、 「を 働戰 線」 は 例年の 通 
b 、 前 クリスマス 運動を 始め、 納太人 所がの 巧 巧な 外の 店 ま 等を ま 持し 始めた 〇 「ァブ ァン 入」 の 店 
は、 納太 人の 店ど區 別す るた めじ 「勞 働戰 線」 の 印を つけなければ ならな かつた 〇十一 一巧 四日 じは、 
ナチ ス官を 印刷物 局は、 製を 策 巧 途じ對 して、 納太 人への クレデ ットを 破 大しては ならね ど驚吿 した 0 
をの 娜 巧は、 あじを れらの クンデ ット は、 をを の 發けじ 巧らず 岡 象 じ 威すべき もので、 巧し 辦太 人が 
移 化する 巧み じ支拂 をし ない 場な じは 网 家の 抵失 となる ど附 加へ た 0 

十二 巧 十八 日 じ、 ブレス。 ゥの ナチ スを 局は、 前ク ブス マス •反 セム ま義 ボィコット 運 顿を拔 巧し 


て、 民衆は 祝 太 人を 後援して はならぬ との 要求を 附加 へた 涧义人 店舖の 完查な ブス トを發 けした 0 
一九 S と 年 一月 一 a 、 前記 九月 じ發 表された 當 局の 命み じよつ て、 獨逸じ 於け る 紙 太 人 岡備の 職業 
紹介 所は 解が せしめられ わ〇 これは、 ひど b 猶太 人 失業 巧 じと つて 大打擊 でぁる 許ち でな く、 他方 じ 
於て 猶 ふ 人 商館を、 ね乂 「アリ アン 人」 のみを 援助す る 网ぷ勞 働 瓶 か 所に 依が せしめる こ VJ じなる 0 
同月、 醬 店を 所有す る 猶太 人は 一二 月 一一 一十 一 H 迄 じを の 餐樂を 解 巧すべし VJ 命み された 〇 を 大都巿 じ 一 
つ 宛の 網 太 書店が、 た 乂斌太 人の 取引の ためじの み 許される 〇 S 月 じは、* 八ヒパ イム ( Kir 昏 heim ) 
及び ワイ グ イム ( weilhehn ) 兩巿 の巿當 局は 納太人 家畜 取引 商人 じ 地方 巿場じ 加入す るこくを 禁じ 
た 0 

第二 款 猶太 人を 束縛す る 通貨 規を 

一九 一二 六 年と 巧、 多数の 猶太 人 資本家は、 巧％ の 損失を し 乍ら をの 資本を 獨 逸から 他の 励へ 移送し 
始めた 〇 をれ は、 ベ 八 リン じ 於け る オリンピック 大會 後の、 新たな、 よい 大 なる 闲 難を 恐れた からで 
ぁつね 〇 銀行 集倚 所の 見稷 b じよれば、 ナチ ス當 巧の 許可を 得て、 單じ 一週 閒 だけで 岡 外 じ 運び出さ 
れね 猶太 人の 费 本は、 少 くご も おな 巧 マ 八クじ 建す る 0 

ながは、 を 本 輸出 志颇 者から、 移化棵 をの 他の 支拂 ごして、 寶 本を 額の 殆で 凹みの 一二を 徵收 する 0 
一九 一二 六 年 か 巧 二十の 日に、 獨逸 政が と獨逸 シオニスト 聯盟 ごは 特殊の 移送 契約を 输結 しち をれ 


じよれば、 獨 逸の 猶太 人は、 シォニスト 執 巧 委員を が 活動して ゐる パン スタインの 猶太 植民 協を のエ 
イジ- ンシイ じ 投資す るね めじ 二百 お 十 萬 マ^クを 送を する こごが 出 ホる 〇 この 契約 じよれば、 獨逸 
猶太 人 投資家 等は 二十 五ケ 年間 じ 資金の 拂戾を 受ける ので ある 〇を して、 化の 同じ 契約 じよれ で、 か 
くして 投資され た 資金は、 該 ユイ ジュン シイが 必要と する 說 が 料を 濁 逸 阀內で 購入す るた めに 巧 巧し 
なければ ならない 〇 

十月 二十 九日、 通 货兩替 所は、 コン ミユ ニケを 發 表して、 「々额 をを を ホす る 人々 の 移 化を、 從 前よ 
ち 一 履 廣髓園 じ 促進す るれ めじ」、 猜太 人は 加％ の 割引で、 八 千 マ 八ク迄 資本を 引き 巧す こ V 」 が 出 ホ 
る S 巧し ね 〇規を じよれば、 を 資本は 八 千 マ^クを 超過す るを 得 や、 移 化 者は ニケ 巧な 內じ獨 逸を 去 
ら ねばならず、 且つ、 彼は 酉び 獨 逸へ 歸网 しない どい ふ r 獨逸納 太 人 あ助聯 邸」 の證明 書を おして ゐ 
なくて はならぬ 〇 

十二月 二日の 「ニユ ー ョ I ク •タイ ムス」 ベ 八ブン 通信 じよれば、 永 义じ獨 逸 网外じ おる 疑 ひの ゐ 
る 獨逸納 太 人の がをは 、 flight tax の支拂 なし じ 永义じ 外闽へ 巧て 巧 < 疑 ひの ある 巧 民の がを を 抑® 
し 管理す る 稲 限を 爲 お 管理 帰じ附 典す る 新法げ の 巧 施な 巧、 法が の 形式 じよらず して 抑な される こど 
じな つた 〇 何故なら 該法 じよれば。 疑義 認定の 理由を 述べる 必 巧な しど 规 をして ゐ るからで ある 0 
璧一款 共 他の 巧 民 的 自由 じ對 する 制限 


一九 三 一六 年 七 巧 二十 五日、 フランクフ^卜の 祕密證 察は、 をの 集合 所のへ ブラィ 人 じょる 使用を 禁 
化しね 〇 をの 集を じ 於け る洒說 はず* へて 獨逸 語で しなければ ならない 〇 それから 二日の 後 じは、 猶太 
人 戰線戰 十 協 待 じ 巧して、 欧洲 大戰で 育 目 VJ なつた 協 お 員は、 もはや 協 倚 員外の 同じ 盲 おど 同 おの 特 
樵を 受けられぬ ご いふ こ VJ をを 式 じ通吿 された 0 

八月 四日、 獨逸 蹄が 裁判所は、 辆太 人が 共 作した キネ マ •フ < グム は、 た ミ ひを れが獨 逸で 製作され 
たどしても、 外 國映盡 ミ 同樣の 制限を 巧け る こご じな つた VJ 聲明 しね。 

八月 十日、 獨逸 軍艦 じ 救助され た スベンからの 避難 獨逸系 猶太 人 等は、 獨逸歸 還 後 集合 キャ ムプの 
中へ 贿囚 されて ゐた こどが 明か V 」 なつた 0 

九月 二十 九日 じは、 巧の やぅな こどが 放送され た〇卽 も、 猶太 人は 陸軍 じ 入る こ ミは 許されて ゐな 
いが、 をれ にも拘らず 十八 歳から 四十 五歲 迄の 衙太 人に してが 闕 から 移住し ねい*」 希望す るら のは、 
軍務から 免除 するとい ふ 證明專 を 陸軍省から 受けねば ならない ので ゐる〇 十一月 四日 新聞 發 巧者 協を 
で發 せられ わかみ じょれば、 獨逸新 間は 御 太 人のを 敎的奉 化じ關 する 報吿 あじ 廣吿を お 載、 出版す る 
ことを 禁止され た 0 • 

十一月 二十 S 日、 獨 逸の 旅 巧を 狀を 有する お 太 人 等が V ^ リンの ゲシュ ターポ (祕 密踩 蔡) 本部 じ 
巧晦 され、 二十 四時 閒な 內じ獨 逸を 盤 去すべし どかみ された 0 


一 化 一二と 年 一月 十 I 二日、 バゲ T ブアの 文部省は、 同 州の 第二 か 級 諸學校 じがけ るへ ブライ 語の 諸 巧 目 
を廢 止した 〇 二月 十八 H じ發 布され た新徵 兵み じよれば、 ザ 猶太 人 反び 四 かの 一 お 化涧太 人は、 軍務 
並 じ勞働 奉仕 じ 服す 義務が 生ずる 〇 この 新 徵 兵々 は、 たぶ 「アリ アン 人」 のみが 稽極 的な 軍務 じ 服す 
べき だ ごい ふ 一九 S 四 年 お 月 二十 お日實 施の 法規の 改正で ぁる 〇だ から、 二人な. 上の 猶太 人祖 先を 持 
ち、 猶太 敎を 認めるな 外の もめで、 軍隊 じ乂 b 勞働奉 化を 巧は ふごい ふ 目的を おする おは、 もはや、 
「非 アブ アン 人」 ご濟 做されないで 濟 むこ どじなら ぅ 0 

S 巧 二十 二日 じは、 婚化 猶太 人は 化府の 命み じよつ て、 洗 腿を 巧け た衡太 人の 岡體 わる 「セント • 
パゥ^ 聯盟」 から 追放され た〇 彼等は、 渦太 文化 聯盟へ 加入す る やぅ じ注吿 された 〇 四月 十一 日、 ゲィ 
グ へグム •フリック 氏 (內あ 大臣^は 猶太 人の 市民 確を 刺 奪す る 命令を 發 した 〇 五月 九日、 文部大臣 
ベ 八ン、 イ八卜 'i. スト Bernhard Rust は、 獨逸 猶太 人は、 獨 逸大學 から 學 化を 得る こどは 出 巧ぬ との 
命み をを をした 〇 ( な 上**. Al 吕ち ican .Jewish Y 空 r-book.、、 Vol. 送. 1937-；!938 .じよる 〇) 

な の 外、 獨逸辦 太 人の 阿髓ホ 巧、 おの 生活 等じ關 する 制限 や 抑 腿 及び 之 じ 伴 ふて 發 生した 諸が け 
を 一々 列記して おれば、 實際上 巧で 際限がない ので、 一先 づ これ 位で 巧 b 上げる こ.、」 じする 0 
巧 四 節獨橄 合併 並 チエコ 問題'、」 铜 义人排 巧述勒 、をの 他 
第一 款 アン シ ユ八ス とが 太 人間 題 


一九 s 八 年 s 巧 十二 日、 をョ ー ロツ パを 震 城 させた 獨 巧の アン シュ^スは 突如 ク」 して 實 現した 〇こ 
れは 一時、 さらで だ じ 慢性的な ョ In ッパ戰 巧の 危機 じ、 今一^の 巧 火 U を 形成し わかに 見ぇた 程 重 
大な 問題で あるが、 之 じついて は 旣じ多 < 論せられ たど ころで あ り、 本 ホな のブ ー マで も，；；^ いから、 
此處 では このを 俳 じ 伴 ふ 猶太 人 問題 じついて を 干の 資料を 提供す る じと^め る 0 

このを 併は 疾風迅雷 的じ遂 巧され わ どは 云へ、 實際じ 於て は、 一九 S 己年の ナチ ス政權 の 成立な 後 
の 獨逸闽 家の 隆 々たる 輿 起、 をの ョ ー n ッパ諸 岡への 闕民祖 會ま義 思 おの 影 锁：等 じよって 必然的 じ 準 
備 されて ゐわ もので あつて •特にを の 反 猶太 ま義 は、 ポ ー ランド、 マニア、 チ ムッコ、 ォ ー スト 
リ ー、 パン ガリー 等 じ莖延 して ゐ たので、 一般 猶太 人 就中 獨懊の 猶太 人は 當 初より、 この アン シ ，作 
ス じは 反對 しつ^ あつたの である 〇由 來ォ ー ス トリ ー は 巧 巧 じ 於け る 猶太 人の 樂圃 とも 稱 せられて ゐ 
た ほどを の 勢力の あった 所で、 時 じ、 J ブス ブ八グ 王 岡 じ 於て は、 軍隊、 外交、 政治、 經濟 、大學 等 じ 
多数の 有力な 猶太 人が 摄 高位を 占め、 科學 、美術、 文學 、音樂 、醫術 等 じ 於て 僞 位を 保っ てゐ た〇大 
戰 前の 才！ スト ブ ー じがけ る 猶太 人々 口は 約 二十 萬 (これは 猶太 人の 計算 じよる もので 改宗 おはを ま 
れて 居らぬ) で、 然 かもを の 巧 かの 一は 巧 都 ゥィン じ 巧 住して ゐた〇 だから、 才 I ス トリ. 1 の 猶义、 
はおして 王黨 派を 支持す る 政治的 見地を 有し、 ド 八 フュス 首相 や シュシュニックせ 和の ま ホ も、 この 猶 
太 人の V フス ブ^ グ 王朝 俊が の藥 や、 をの 反 ナチ ス 、反 アン シュ八 スの述 動じ 結びついて ゐ たので を 


る 〇ドグ フュス は 王朝な 辟を 目論で ゐね这 云 はれる が 
然し ナチ スの 周到なる 準備 じな つた 突如た る獨 巧を 併は、 これら 猶太 人の 運 励を すべて 水泡 じ歸し 
てし まつわ 〇 彼等が 最後の 摩み を かけて ゐた シュシュニック 骨相が、 をの 訣別の 溃說を ラデォ じょつ て 
放送して ゐる間に、 狼おした網太人の 1 部は早<も、 チ^ーッ コ、 ー ンガリ1、ポーラン ド等の闕境じ逃 
をを 企てた 〇 をれ 释 彼等は、 隣网獨 逸の 猶太 人 排斥の 實狀を 見 巧つ て戰 懐して ゐ たので ゐる〇 

然し 迅速 且つ 周到な ナチ スの紐 織悄巧 動は 彼等 猶太 人の 巧 力を 徹お のじな 倒した 〇ォ ー ス トリー の 
ナチ ス 支部の 第一 じと つた 巧 動は、 實じ网 巧 閉塞の 擧 であつた 〇か < て 二十 巧の お 太 人は 完查 じを の 
中の 鼠 どなつ てし まつた ので ゐる〇 かくして ォ ー ス トリー 猶太 人じ對 する 禪歷は 徹底ので あつた 〇ゥィ 
J ンで ナチ スの 群衆が 巧つ た簇 巧に 恐れを なして、 を 都 巿の斌 も 人は 街頭 じ 巧る こど さへ 建 ひかへ た 
精で ある 〇俺 かお 日 じして、 ゥィ ー ンの 知名 銀が 家、 實樂家 等な 五十が 名が 隸 捕され た〇ォ ース トリ ー 
じめ ける 猶太 人の 權 利は 消を ち 猶太 人 所爱 事務 巧の 收 用、 ゐら ゅる 震からの 術 太 人の 禦 一、 
ニユ ー 八ン ベ^グ 法の ォース トリー への 概大 適用 等 じょ b 、 逃げ場を 失つた 網 太 人の 間には 自殺が さ 
へ續巧した〇 絶望的；：<>鄉太人等は群をなして、 巧ォーストブーの巧、 ホ領事等を取かこんで救巧を么 
ふた 〇 ヘ^マン •ゥィ^ヘ^ム •ゲ ーブ ング將 軍は、 ご I 巧 二十 六日の 放送が 說 じがて 》 すべての 涧ぶ人 
は ォース トリー を 退去すべし ご 述べた 〇网一 挽は 閉 されて ゐる 〇納太 人は た'、 棵 でのみ 网外じ 逃れ 巧る 


ご云ふのでぁつた〇 猶太人の新聞、 猶太諸閒體は腹棄された〇 クィーンのま要なシナゴーグ (gygg? 

若 ぉ. 猶太を 祿拜 所) は巧斌 され、 オ ー ス トリ ー •シオニスト 聯盟、 猶太 民族 か 网 、ケン ン • イ 

ソ ー ド 協を、 パン スタイン 率 巧 所、 「シユ チン メ」 (シオニストの 機 願 誌〕 縮輯所 等は ナチ ス突擊 隊員 
の裝擊 にょつ て 家を 搜杳を 受け、 巧锁ホ じが 産 差 巧へ された 〇店舖 じは 「ァリ ァン」 人の ビラが 貼ら 
れ 、猶太 人 巧 あ 者は、 所有を 失 ひ、 をの 商品が 破 壌され わ ちした 〇 ナチ スじ 占領され た 大巧 店 こは、 
ブゲ，イバ ック*デパートメ ントストァ、 デ八夕》チょイン ストァ等がゐる〇 總ての猶太人は森が業巧及 
び 農業 おのを 的 同盟から 追放され た〇醫 おは 病院から、 が檢 事は 法廷から 罷免され た〇 著名な 猶太學 
おはす ベて 停職 處を じ附 された 0 

オ ー スト ブ ー 當局 は、 な々 新 民族的が 法を 考慮す る ごい ふこ’ と* 並 じオー スト ブ ー •カソリック 敎 
育 制度は、 ナチ ブの 民族 理 なじ 基いて 教程を 創設 するどい ふこ々 しを 發 表した 〇オ ー スト リァ •カッ ブ 
ブク の敎會 は、 ナチ ス 制度を 異議なく 承認せ しめられた 〇總 ベての カソリック 敎 徒は 》 四月 十日の 才 
1 ス トリ ー 頤民投 要 じがて 「イ ユス」 をな 票す る やぅに》」 忠吿 された 〇 ウイ ー ン 大僧正 カグ ディナー 
术 •イ ニジッァ oa を irml す nitzer は、 才 I スト ブ ー の 全 カソリックが 侶の 巧 表 巧と して、 ナチ ス獨を 
におす る 忠誠の 宣費審 に 署名した 0 

隸 捕され た 著名な が 义 人の 顔 觸れは 次の 如くで ホる 〇 ( まどして 网 際な 經學を 調を 部の 調 杏 じょる) 


L«D •ロス チ ャイ火 ド 男爵 o ( 國際 ロス チ 卞イグ ドが 閒の才 ，スト ブ！ おを) 
デシ デ 方 •フ リード マン 博 ± (オ 1 ス トリ ー •シオン 陋 總揽) 

ジグ ムン ド. ボ 1 ゼ八 (ウイ 1 ンの銀 巧 家) 

オット I •レ ゲイ 博 +( グラ ー ブ大學 生物 學 教授) 
n 才 V ^ 卜 •スト リッ カ ー ( シオニスト 指導を じして 出版業者) 

- イン ブ ，ヒ •ノイマン 博 ± (世界的 巧を 晒晦 巧醫) 

オスカ1*グブユーンバウム (著名な巧學者) 

ロ ー ゼンフ ユ八ド 博 ± (シオニスト 新聞 「ノイエ •ゲ ユ^卜」 の 編輯 長) 

ヨエ处 •へ 八； ンド (シオニスト 指導者) 

フょ リックス . nl ン (ウィ 1 ン •ブ ナイ •ブリス •ロッ デの 會屋) 

へ少 マン •オッ ペン イム (スオ 1 ス トリ ー猶义 人 職盟曾 長) 

ロバ ー ト •ダン ネベ 八グご 冗阅を 議員) 

シフ マン 兄を 四 人 (すべて 納太系 デ パ ー ト 「クラウス •ショ ー べ少」 の 常任 理審 
ジグ ムン ド •フ C イドが ± (お 名 U 精神み 巧學 を) 

ベ ^ナ^ド《デリン フ71 (絹ホ業がの大立物) 


ミ ー 

力1八》ボンデイ (新聞經臀あ) 

ホフ ラ 1 卜 •サロモン •フランク フグタ 1 ( パ 1 バ I 卜 法が 學校 のフ卫 リツ クス •フラン クフ 八 夕—の 

伯父。 米闽 外務 巧の 請願 じょり 救助され た 〇) 

な 上の が、 ウィ ー ン 及びを 都 巧で も 尙多數 の 猶太 人が 檢擧 された 〇避 難民で、 他闕 への 乂网 を枢絕 
され わ、 めに 自殺を した もの も巧當 じある 〇 猶太 協會の 執 巧 委員を バウ^ •ンン デ < 氏は 英 國乂國 不能 
どなつ たので 自殺した 0 をの 化、 ァ ー ノ^ド •バウ ムボ少 トナ ー 博 ± (ウィン 巿 立搞院 々長)、 ベラ •フ 
术ッ 敎授、 グッソ I 博 ± (ウ <1 ン 信託 銀 巧の 重鎭) 、クラウス ナ ー 巧*、 ゴット フリ ー ド •クン ゲ瓜卜 
(猜も 系 新 閑 「ノ イユ •フライ ユ •プン ッセ」 の 通信員) をの 他夕 数の 猶太 人が 自殺した 〇 一一 一月の 或る 
日じはウ<1ンで五十阿の猜太人の葬式がゐつた0平巧 一 日六乃ま乂はゐつたとい ふ〇巧る猶太系ォ！ 
ス トリ ー の骑 軍は、 自ら 軍服を 脫 いで、 をれ で 街を 掃除して ナチ スの 御用 じ 立てた とい ふので 破滅 か 
ら脫れ 、多くの 猶太 人が 之を 模 放した ごい ふ〇つ American He す ew .、* 1938 ホ 4 油 一田 縷 一;: か 〇) 

第二 款獨 逸の チ H コ 侵入 夕 J 猶太 人 問題 

世 ホ 大戰前 じは、 ス ラグ 及びを の 中の チユ n 人は 槪 して 反 セム 的で あつた 〇 彼等は 御太 人を 獨逸化 
义はマ デャッ ー 八 化し たもの ク J 見て ゐ たからで ある 〇確 かじ オ ー スト ブ ー の 一部 鄉太人 (巧 じブ グジ ョ 
ァ 階級) は 濁 逸文 化 じ 同化し、 、ソン ダリ— の 御 太 人は マデャ ー 瓜' 化して ゐ た，、」 云へ る 0 


現な (ナチ スの ステ ー テン •ドィッ 併合な 前〕 の チユコ '•ス ロゲ キア 總 人口は、 一巧、 と 二心、 五 s 丄、 

人で をの 民が 別 歎は 次の 如くで ある 〇 ( な チユコ 帝闕を 使 疵報吿 「チ ユコ 网內獨 逸少數 民族 問题槪 化」 
じよる〕 

九" 六 八 八， 化 四 一二 人 

一二、 二 一二 1 、 000 人 (二 一三 一一%) 

六 九 二、 000 人 (四 •セ 八％) 

お 四 九、 000 人 ご 子 セ 义％) ■ 

八】. 000 乂 (〇 •置 六％) 

一八 六、 000 人 ( 1 •二 义％) 

をのぅ ち 猶太 人々 U には、 畜版樹 太 年鑑 (一 奎畫 版〕 ミれば、 一を 丟年 じは 一一 一 ま ハ、 八 
ーニ〇含^:^つでおら、 一九|二八年の獨逸統計局の 「經雜ど統計」 (：-^一を。ヴを C ’ でををド：ムすなの_ 
tis 昏 es Reichsamt . ち 望 も 一九 一二 五 菱チこ 网勢調 盘の結 取 ごして 之と 同じ 数字を 锅 げてゐ るが、 
同誌は おじ 一九 S とがの チ ュコ祈 太 人人 口を 一二 八 お、 000 人 VJ し チ ュコを 人口の 二 王二％ を お 社る も 
のど 記して ゐる〇 

獨 おのが 太 人 追放の 結 典、 チ ニ n じ 流れ込んだ 納太 人は 夕数じ 上る から、 現 化では 右の 數字 よち も 


チエコ 及ス ロゲ キヤ 人 

獨 逸人 

マ デャ！ 方 人 

戶セ ニア 人 

ボ I ランド 人 
渦 太 人 


ずつ と 大きくな つて ゐる であらぅ 0 

チエコでは 猶太 人じ掛 して 法が 的 差別を 付けない 〇なマ サリ。 ク 大統領 や、 ベネ シュ 大統領の 化を 的 
を 臓 者 も 親 猶太 主義者 ク」 目され て 居ら、 ベネ シュ は、 フランス 愚大の フラン •マ ソン 結社 「グラン •トリ 
アン •ド •フランス」 の 一員で あると も 云 はれて ゐる〇 猶太 人が、 ベ； オシ ュ政 巧を 支持した ことは 云 ふ 
まで もない 〇チ ユコの 軍需工業 巧の 他 じは フランス 系 猶太が 間の 奠大な 投資が あり、 又、 ナチ スの勃 
典な 後獨逸 共產黨 本部は チユ n の 首都の プラ ー グに 移され、 'n ミン ブ グンの 欧洲 革命の 策 源 艺 なつた 
閥 係から サゲェ ート聰 巧 VJ も 密接な つながりを 持つ て ゐる〇 

1 を 二 一二 年な 來、 ズプ ー ブン •ドイツ人は チユ コを猶 义 人の mta を par exce 己 ence VJ して 攻擊 して 
ゐる〇 チ H n •ス n ヴ キャ 地方の 産業の 多ぐ は 猶太 人の 所 おで あ b、 炭鑛 業、 製紙工場の またる もの 
が 猶太 人のを ちであった ばかりでなく、 獨 逸からの 避難 猶太 人の 多 歎の 流入は、 經濟的 じ も* 思想 的 
じ も、 御 太 人 艺ズ デブ ン •ド T ツ乂 どの 對 なを 生じた ものである 〇 ナチ ス獨 逸は 猶太 人の デモ クラシ 
イク」 ボ^シュ ゲ ィズムと を 同】 視 しねが、 ズデ I テン •ドイツ人 も、 をの 民族意識から、 ボ八シ 。ゲィズ 
ムを 猶太 人の 「巧れ 業」 tour を force だと 見 傲した 〇遂 じは、 チユ n 語を 學 び、 チ ユ コ じ忠 實な獨 
逸人は 猶太 人で ある 夕 J を 云 はれる やぅ じな つたり ズ デ！ ブン •ドイツ 黨の黨 を ヘンライン 氏は、 プラ 
1 グじ 於け る お說の 中で、 獨遮帝 岡を 巧認 する ホ 獨 逸人 敎授や 新 削 記を が、 獨逸网 內じホ だが 巧して 


ゐる VJ いふ ことを お示しね が、 をの 所謂 非 濁 逸人 ごい ふのは 猶太 人の こどを 指した ものである 0 
一九 S と 年、 チ ユコ政 巧が 獨 逸人を 官を どして 採用 せん VJ した 時、 猶太 人の 方が 外國 語が うまい S 
いふ 理由で 獨逸系 猶太 人を 多数 採用し やう-とした 爲じ 問題が 重大化し れ〇か うい ふ 問題は 化 巧から 存 
巧して ゐ たもので ある 0 

チェコ じ 居る 猶太 人は 種々 の 闕籍を 有して ゐ るが、 就中 最もを いのは 獨 逸人，^」 しての 猶太 人と チェ 
n 人 VJ しての 猶太 人で ある 〇だ から、 恐らく チ ユコの 網 太 人 じどつ て 最も プブヶ ー トな 問題は、 プ术 
ノーの 如き 都巿 の小數 民族の 權 利が、 一 化 四 〇 年 じ おはれる 笠の 闕勢 調査 じ 於て を 記される 网籍數 じ 
ょつ て 左右され る VJ 云ふ點 じある の だら うど 見られて ゐる 〇實際 ブ八ノ I 巧 じ 於て は、 猶太 人 等は 自 
己の 獨逸 励籍を 取消す だら うし、 さう なれば 同 巧に 於け る獨 逸ル數 民族の 歎を 二〇バ ー セントな 下 じ 
する こど じなる ので ある 〇 だから 猶太 人の 立場は 難 わしい ので ある 〇 をし 獨逸 語を 話す 網 太 人が、 を 
の獨逸 的傳統 じ忠實 であらう ど すれば、 同じ 獨逸 語を 話す 夕數民 巧の ためじ 民族的 排斥を 受ける し、 

他方 彼等が チ ユコ人 どして 闽錯を 記を すれば、 彼等は 彼等が 從巧 親しんで ゐた獨 逸から 離れねば なら 
ぬと 云 ふわけ である 0 

チェコ •の 納太人 じは 肉 外の 獨 逸人から 反 セム ま義が 適用され る 〇ズデ I プン •ドィッ人は 、少数 民' 
族の 反 セム ま義 ボィコットを 遂 巧し ち獨 逸人 间盟 (、、堅 皇を r Deutch 空.：) は、 チェコ 人 及び 御义 


人から 巧な を 買は やじ、 濁 逸人から 買へ w ま 張した 〇 をの ため、 ユボ ー 巿 や^ ム プ^グ 巧の お 太 人を 
細が 閉馈 された し、 ライヒ ユン ベルグ 巿で もこの やぅな こ VJ が績 出した 〇ア クシ。 ヒ (AUSS が 或はな sti) 
巧の 狗义 人醫師 等は 非涧太 人の 信用を 喪つて しまつた 0 

このな セム ま義 ボイコット じ對 して、 猶太 人 も ホ 報復 的 じ 獨遮网 商 姑の ボイコットを 組織した が、 
この 兩 民族の ボイコットは、 ズデ ー ブン •ドイッの 產 業の 訴 支店に VJ つては 甚だ 利益を もたらせ わ 0 
特に アッシュ 於 じけ る 工場 用ず をの 諸 工場は さぅ であつ たとい ふ 〇 ( フ リザベス •ゥ ホス ヶ マン 著 「チェ 
コご獨 逸」 一 化 S 八 年) 

耍す るに、 ズプ I テン 濁 逸人と チェコ 人’、」 の對 立は 獨遞內 じがけ る獨 逸人 ご 猶太 人夕」 の關 係と 同じ 
く、 種族 的、 お敎 的、 政治、 經 濟的對 立と して 現 はれて ゐ るが、 しわし これは 何ら 突然 發 生した もの 
ではなく、 少<ご も 大戰な ホ 久しき じ わたつ て 培 はれ、 がな して ゐ たもので、 化の ボイ ユット 爭 ひの 
如き も 從來の 個々 の絡濟 競ず が 集 脚 化し、 且つ 政 お 的を 彩を 示した じすぎ ない ので ゐる〇 
第ー ニ 款獨逸 大使館 員が 殺 事 伸を めぐる 衙太人 排斥運動 
一九 S 八 年 十一 巧 セ 日朝、 フランス 駐化獨 逸 大使 おじ 願 入した 興が、 居 合は せた 大使が 附兰等 書記 
官 フォン •ラ ー ト氏 をが 惟、 死 じ まらし めた 事件が 勃發 した 〇 犯人は 直ち じ逮 補され たが、 彼は ポ ー ラ 
ンド 系狗太 人で、 化 巧の 理由は、 獨逸 じがけ る納太 民族 迫 蕾、 特じポ ー ラント 系辦太 人を 蒂じ巧 激し 


て 之 じ報樓 せんがた めで あると 傳 へられて ゐる〇 

この 蹇を蠢 V 」 し 5 讀 内には 再び 靈な 嘉奎義 S 搔 S 發 し’— 聞は 一氏 じ 記 巧 

を か、 げ 、この 事 伸は 猶太 人の 計靈 的反獨 陰謀で あ b 、 ョ In プ パの 攒亂 策で ある ご 論じた 〇ゥ ィーン 
でも 十日 じは 早朝より 反 セム •デ モンス トレ ー ション が 巧 はれ、 約 二十の 猶太 敎 曾が 燒 巧され、 夕數の 
お 太 人 商店 も藥擊 された 〇又 ナチ ス官 患は 猶太 人の 家宅 搜 索の 結果 夕 数の 武器、 共を 黛宜傅 資料、 無 
屈 外貨 等を 發 見が 收 しわ 〇同 十日、 宣傳 和ゲッ べ八ス は、 獨逸 民衆 じ布吿 して、 ナチ ス ながは をて 猫 太 

た對し S 乎？ 蓉を 叢す i でる るを 震雙蠢 S 喜ず る やぅ 馨 お。 

十一月 十二 日、 ホ ゲッぺ 八スの 豫吿通 6、 グ ー ブング 空 和 司を の 下 じグッ べ八ス ち傅釉 、フリック 內 
和、 ク n ジ ィッ ク藏 が、 フンク 經裤 が、 グ^ ッ H ル 法が 等が 出席して 靠 要を 議を 開き、 愼重 討議の 結 
果 、足の 如き 內 をの S 法令を 採禪後 直ち じ ダー リングを がのを で 之を 發 布した 0 

一 駐佛獨 逸 大化飽 の ラ ー ト 書記官が、 猶太 系 ボ^ — ランド 乂 じよ b 晴 おされ わる 率 申 こおして は、 
獨逸內 お 化の が 太 人 も 巧 巧 ほを みおすべき である. yj の 見地よ り、 獨逸阀 內紙太 人を 髓に對 して 十 

億 ラィヒ スマ^クの 罰を を 謀す 

一'、 最巧獨 逸を 地 じ巧發 した だが 义 の雜搔 は、 ラ ー ト 書記官 贈 殺じ掛 する お 常な 憤激のを 現で ある 
とのな 地より、 抵 巧を 讓れる 御 太 人敎 を、 商店 等は 早な じ 猫义人 自身の 手 じより 修理すべき もの 


々J す 

1 、 一九 一二 九 年 一月な 降、 鄉义 人が 小 質 商店、 通 信販 質 業、 商業化 理巧 及び 手工業の 撥を じ 從審す 
るこ夕 J を 禁止ず 


第二 章 伊太利 じ 於け •る 猶太 人閒題 

第一 節 伊太利 「人 補 宣言」 

本年 (昭か 十 S 年) 二月 十六 日、 が 太 利 外務省 機關誌 「イン フす八 マチ ォ I ホ •ディブ C マ ブイ ヵ」 
(Infor 吕 ati 呂 e Dipliatica.) は、 獨 、巧の 涧太人 排斥運動に 關 職して 积太 利で も、 猶太 人 排斥が 行は 
れ るので はない か、 どい ふ 疑問 じ對 して、 か 太利當 局の スブ ー トメ ント として ホの 糕 なお 陳 のこ ク」 を 
發 表しね 0 

「が 太 利 化が は、 せて 網 太 人に 對 して、 何等かを 的、 經濟 的、 或は 道徳的 手段の 採用を 考應 しな か 
つたし、 又 現な でも 考慮して ゐ ない 〇 化し、 勿論の こ夕 J であるが、 フ： ，ッ シスト •レ デ ー メじ 敵意を 包 
く 要 索じ對 する 場を は 例外で ある OJ ご 0 

實際 じがて フ .ッ シズ ム ながは 木 年 じ まるまでは 、儲り 反 セム ま義の 色彩を 示して ゐ なかつ た 〇一九 

二 一年、 イ^ •ド。 チ H (總お 揮 巧の 義 ムッソ ブ ー ーーの こど) は 化 議院での 溃說じ 於て 反 セム ま義 

を 排斥し、 をの 後夕 年の 閒フ T ッ シストが 腦 部は、 フ T ッ シズ ムじ 於て は 反 セム ま義 はぜ 巧の 餘地 がな 
い々 J いふ 斷 をを 繰り 退した 0 

王政 阳化 じは、 ゲット (Get す) もが 化し、 また 中世の お 挫 時化 じは、 網 太 人は 都 巧网夕 、ギ八 ドな 


でじ於て新巧の伊太利のほ族の巧業資水ま義ど對立し、 么がためじ、 所謂 「ゲ1 ニ ス の 商人」 ( シム！ 
クス ピア^の な 見解を なて 排斥され ねが、 大戰 前後 じめ ては、 特殊な 問題 S はなら なかつ た 〇 ' ぶを 
伊太 ホ ホ 國の削 建 潜で あり、 又、 パ^ミ ユリ (parmieri) 巧 じ 依れば、 フ r ッ シズ ム の先驅 をで ある 
つ P 互 loso 香》 を Fascis 吕 .ご) ジ バンニ •マッチー ニは 紙 太 人で あつ わ〇 ムッソ ブ ー ニの 侧巧じ もを 名 

。御 义乂か あ當じ 居り、 ムッソ 71 一 一巧の 著が は留 gnora Mar 的 herita ma 岳 atti とい ふお义 人で あり、 
が •エチォピア 戰ずじ 於て 軍； 要な 役割を 横 じた Ko をぎ を aziani 大將も 亦 猶太 人で ゐる〇 先般、 ファ ブ 
シスト 化證 員を に 於て、 フ T ブナ ッチ 巧が、 「猜义 人 巧 題」 の 討論を 提議した ところ、 ムッソ リ ー ニ侧 
お あ 、 Signor Gayda 氏が 之 じ反對 し、 义 、ムッソ プ I 二 自身 も、 之は 政府 所轄の 問題で もな く •又 之 
じ關必 もない VJ 稱 した 〇 をの お 後、 ムッ ッリ ー ニは、 伊太利 工業 觸盟總 おみ ク」 して、 御 太 人を 口口 
sivetti 巧を 巧 命した 〇 ( な 上、 闽際 化濟學 を 刊 「网 際祕密 サの硏 先」 じょる 〇) 

然し 勿論 特 補な、 個 か 的な 反 セム 主義は 早くょり が 巧して ゐ て、 これが 時 おじ 結びついて 則へ 
ば國際 聯盟は 猶太 人 S 關で ぉる、 等 QS をな して ゐた が、 併」 彼等は まだ 歷蒙 波じ乘 つては ゐ 
なかつ た 0 

現な、 伊太利 篤は、 が 太 利の 居を 遷は 、獨 逸の 養では ない ご 云つ ミる が、 少 く’ とも 時 
閒的 じは、 をれ は獨 •伊 巧 共 工作 關 なの 締結な が じ 現 はれね ものである 〇 本を になつて フ T ッ シスト 新 


聞、 ま，、」 して。： n Ref Faltas (ファ ッ シスト 慈 前書 記畏 Ko すき す庄 ゴロを の機關 紙) を 
II Tevere : (Tel 蛋 io gterla 日 di の 新酣) 等 じ、 反 セム ま義の 論文が 現 はれ はじめた 〇 ホの 兩 巧は 従 
巧 力ら 反 セム ま義 おごして 知られて ゐる〇 然しを の 論旨は、 大體 にめ て、 劈頭 じ 揭げね ムツ ソリ I 二 
をネの 見が ど间據 でが へば ファ 八 ナッ チィの 論旨の 如き も、 自 かは 必や しも だ 猜义的 威 おを 抱く も 
のでは なく、 唯、 シォ ー； 卜 たるが 太 利 猶太.^ じ 反 萬す る、 这 いふじ ぁるので ぁる。 

然るを 月 言 V 」 が 闽新閒 は一齊 じ、 か 太 利で 〔塞 猫 太た 對 する— が 計 劃され てゐる こごを 

報道しおめた〇 ニ ユーョーク，.タィ ム スと月十お日紙巧间日付ぺ ^ブナ1*ターグブラット紙じょれば 
伊太利 說大 學敎師 等から 成る 鬟 7, ッシ スト 巧 學累グ T プ が、 が 太 利 K 8 化 巧 ( vlkultur - 
吕 3 普ち， —— I ^ linis を ro d . をす ra P 召 olare, —— the Minis す y を P 召 己ち 昏 さ re .) のま 唱の下 じ民踞 
問題を 檢 討す'。 こど じな つた ご 一て ふ 0 

この 匿名 乂 學敎授 等の 化 化し わ レポー トは 早晚が 太利フ T ッ シスト 政が のな 策 どして 採用され る こ 
どは 明かで、 云は X 伊义 利の 「人 補な 言」 Ras 器 - Manifest VJ も あるべき ものでぁる 〇を のま 張ょ ホの 
十 巧 目 じ 要約され る 0 

人類 じ お 族が 存 がする S いふ こどは、 巧を し 得の 率實 でぁる 〇こ のこ どは、 民族 じは 艇秀な もの 
ど 劣等な も Q が fw いふ 二丢 はなく T 、 わ ス 異 つた 農が が專る S いふ，」 ミ 過ぎ so 

四 I 


じ 普 逝 じいは ゆる 民族 VJ 稱 せられ、 夕 々の 共通な 諸 特質 じよっ て 個性 化された、 多數 人口の 紐 織 
巧 グ^ I プが巧 化する のみでな ぐ、 义 Nordic が Meditarranea 受 Di 夏を S , 等の 如き、 よ b 夕ぐの 
共通 特質に よって 個性 化された か數 人口の 組織的 グ^ 1 プ がが 巧す る〇 生物 學の 見地から 見た 化 
等の グ^ I プは眞 の 民族で ぁつて、 をの ぜ 在は 明かで ぁる 0 

だ 民族の 槪 をは 純粹じ 生物 學的 でる って、 歷お 的、 言語 的、 京敎的 考慮 じ おく 民衆 及び 励 民 V , い 
ふ諸槪 念な 外の 他の 見地 じ 基く ものでぁる 〇 化の 基礎の 上 じほ 族 的 差異が が 在す るので ぁる 〇種 
種の 民族は 非常な 古 巧 じ 於て 異 った 諸 民嫉の 種々 の 割をから 作られた 〇 或る 民族は、 諸 他の 民族 
の 上じ完 をな 支配を 持ち、 或はす ベての 民族が 共 じ 調和して 融合し、 あじ 又 穂々 の 民族が 同化す 
るこ夕 J なし じ 共同 生ぜを して ホた 0 

烟 現在が 太 利 人口は をの 大夕數 は アリ アン 的 起源を 持ち、 をの 文明は アリ アン 文明で ぁる 〇 この 
アブ アン 文明を 有する 人口は、 數 千年の 間 伊太利 半島 じ 居 化し、 先 アブ アン 的 人民の 文明は 殆ん 
で存 巧して ゐ ない 0 

ぽ歷 あの 時化 じ 於て、 人々 の大集 隅が が 太 利 じ 定住した どい ふのは 傅說 じすぎ ぬ 〇 n ンバ八 ディ 

( Lombard 》 六 世紀 じが 太 利を 征服した ゲ^マン 人種の 一派) の 侵入な 來 、が 太利网 民を 作り 

上げる 上 じ 民族的 影響を おへた 侵入は おらな かつた 〇 をれ 故 じ、々 日が 太 利 人の 昭倒 的大夕 数を 


占める 四千 四百 萬 人は、 少く とも 一千 年間 伊太利 じ 生活した 諸家 族の 後裔な ので ある 0 
に 現な では 一個の 純 巧な 伊太 ホ 民族が がな して ゐる〇 この スブ ー トメ ント は、 生物 學的 民族 槪を 
ご、 歷 お. の、 言語 的 お 衆 及び 闽 民の 槪 をとの お同じ 基く ものではなくて、 数千 年間 伊太利 じ 居 化 
した 說化 化を なて々 日の 伊太利 人を 結合した VJ ころの 純が な 化の 同族 性 じ 基く ものである 0 
化々 こを、 かも 利 岡 民が 腹藏 なく 一個の 民姨 政策を 採用すべき 時で ある。 ファ ッン ズムが 伊太利 
じ 於て なした すべての ず 柄は、 民族の お據 をち して ゐる〇 ベニ ト •ムッソ リ I 二 首 巧の 諸 演說で 
は、 屢； ほ 巧の 槪 なじ 言及され て ゐる〇 民族 ま義の 問題は、 伊太利では 巧學 的、 或は 宗敎 的窟向 
を 持たない 〇 純粋な 生物 學的 見地から 取扱 はれなくて はならない 〇 伊太利の 民族 お 念は、 をの 歸 
趨 じがて、 本質的 じが 太 利の 及び アリ アン •ノ^ディックので なぐて はならぬ 〇こ のこ 夕 J は、 現 巧 
ある やぅな 獨 逸の ほ 族 理論が、 伊太利に 導入され る VJ 云 ふこ 艺 や、 或はが 太 利 人は ス ヵン デナ ゲィ 
ア 人と 同據 である ご 云 ふこと を 意 ホ しないの である 〇 をれ は單 じ、 が 太利网 おじ 民族の 生理的 皮 
び 就中 必 if 學的 典型を お 示す る こ VJ を 目的 ごした ものである 〇この 典型は、 をの 純ホョ In ッバ 
の特巧 じょつ て、 す V ての 非ョ ー ロ ッパ的 諸 お 族から 明確 じ區 別され る もので あつて、 をれ は 伊 
ぶ利网 民を 自 じの 優秀 性の 自党 及び 一層 大きな 巧 巧舰 なにまで 昂 める ことを 怠 ホす る 0 
八 一方 じ 於て、 ョ I ロッパ 地中が 民族 (西洋 民放) と、 他方 おが 民族 及び アフリヵ 民族との 間 じ 


/巧 四 

明瞭な 區 別を 設ける こ， とが 必要で ある 〇ョ ー ロ ッパ諸 お 衆の 越 源が、 アフブ ヵ じある 夕」 ま 張した 
ぇ 共通な 地中が 民族の 中 じ、* ム をび' 1 人を 叟巧 せしめた とて、 絕對 に 許すべからざる 觀 
を的關 係を 作つ た り、 同惯を おける やぅな 諸 巧 論は 危 除で ある 0 

化辆太 人は 伊太利 民族 じ屬 しない 〇 一般 じこの 数 世紀 間 じ、 が 太 利の 网± じ 上陸した セム 放は 何 
等の 痕跡を も 残して ゐ ない 〇 アラ ビャ 人の シシ ブィ 占領で さへ も 若干の あ稱 のを 殘 .りを 除いては 
何物を も殘 して ゐ ない 〇が太 利では、 多くの 場を 同化の 過程は 常に 巧 速 じ 巧ょ' れ 20 
猶太 人は、 伊太利 じがて 決して 同化され なかつた 人口 部み を 化 おする じ 過ぎない 〇 彼等は が 太 利 
暨の妈 f なした 民 謗靈？ は、 絕對に S つた 非 3," ッ パ 民族から 出 ホね もをから 同 

化されな かつた ので ある 0 

什 伊太利 人の 生理的 ふ理 の 諸特 巧は、 如何なる こどが あつても 變更 されて はならぬ 〇異 つた 諸を 
嫉 間の 結を は、 わスョ I P ッバ 諸 お 族の 橄域內 じ 於ての み 許される 〇 をして、 この 瑞 を 人は 文字 
通 b をの ま、 の hydridis 吕 じついて 云々 する ことは 出 ホない® 何 巧なら、 化 等の 諸 K 族は 一つの 
共 逝なる 資 巧じ頗 し、 た，、 ぶる 補の 特質 じ 於て 異る のみで、 多くの 點 にめ て同拟 して ゐる もの だ 
からで ある 0 

が 太 利 人の 純が ョ In ッパ的 特質は、 數 千年に わたる アブ アン 文明 ど 異つわ 如何なる かョ ー ロッ 


パ 民族の 化を 混じても 響る る-ミになる。 (呈 はこ 蒙 York Tii. 宴 i.i. の 

記？ ら譯 出した ものでぁるが、 猶 この ステ 1 トメ ント じついて は、 冒附の 「ボポ ご デ 4 夕， 

ァ」 紙の 邦譯 調 二、 深渾 巧の 御 巧 力を 乞った —— を褒 照した 〇) 

フ T ッ シスト 攤の 書記 甚 Ale Starace ち 上記の 諸 敎師等 VJ 會み した 後 じ、 前週の 彼等の レポ 1 

I ( 人種を 言) じ 基いて、 と 月 二十 お 日夕、 伊太利 民 巧を 非 ァリ ァン 巧 巧から 巧衞 する ためじ 巧 機な 

民族 霸享 る’ とい ふこ •こを 發 をち をのた めの 巧 太 利 文化 諸 認の活 励は、 を？ で 作を ね 

摘 嬰の n ンミ n ニケ じ 明かな 檢 じ、 巧則这 して 御 太 人に 對 して 爲 される もので ぁえ 3 ンミユ ニケ じ 
曰く 0 

「猫す は 数千 累閒何 おに 於 T も、 伊义 利に 於て さへ 岛 夏み 離された 優寶族 だご考 へて 巧た。 

をして フッ シスト •ンデ J メの 忍耐 深い 政策 にも拘らず、 御 太 人は ぁらゆる 阔 民の 中で 涧太人 ご 

をの 手段-、」 じょっ て 一 反 7-ッ シ， スムの 一般 婆 持を G したので ぁる」 ち 
此の 巧み じは、 民衆 文化 和 Din 。 Aseri 及び、 例の 77 ッ シスト 人靈 言を 提 超し、 又を れじ醫 
ね敎師 等が 出席した。 右の r , ンミユ ニケが 發 表した ところ ミミ」 、すべての が義大 S 敎 巧の 
あを をんで ゐる〇 をの 巧 名* J 所が 大寧 名は ホの 通 b でぁる 0 
L 堅 0 Cipriani , —— フ n ンン ス大學 、人類 學 あび 人頻 难請嘟 
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Lino Businco , 0 ! マ大學 、一般 病理 學 助教授 

を さ 3 D 旨 agg ぞ ボ n 一ー ヤ大學 、神經 生理 學科部 お 

' Leo 受 Fra 旨 ご ミラン 大學 、ル兒 病 助手 

oui を Lan を a , ロ ー マ大學 、人類 學 助敎授 

Marcello 巧 icci , ロー マ大學 、動物 學助敎 お 

Ni 81 a Pemie , 口， マ大學 、特殊 お 理學曾 ぎ こ nst ぎ te of 咨 をと 巧 atholog ろ學長 

Rodolfo Franc Sa さ rgnan , ロ ー マ大學 、人口 學 ( Deigr 爸 す) 教授 

Sabato visco 、 n 1 マ大學 、動物 學會長 

(な 上、 Ne 弓 York Times - July 2 を h . 1 赛 8 .じよる) 

第二 節 人種 赏言 じ對 する カッ リック 敎會 の勒立 

ファ ッ シスト 新 民族 論じつ いて、 ロ ー マ •カソリック 敎會ど ファ ッ シスト •レ デ ー メ どの 間じ對 立を 生 
じた 〇 ( 獨 逸の ナチ ス V し カジ リック VJ の對 立は 別 章で 趣べ た 通ろ である 〇) 

卽 ち、 ロ ー マ 法皇 ピウス 十一 世 (Pius w ごは、 と 月 二十 一日、 が 太 利 カソリック 巧勸國 (口 alian 
Catholic Ax な 旨 Assockti 呂) の 助力 おの グ八 1 プじ對 して 演說 をな し、 伊太 剌は獨 逸の 模が をして 御 
太 人 排斥を なす じ まつた ご 云 ひ、 民族 問 题じ關 する カソリック 敎 をの 教義を 述べて、 人類 じは 穗 々な 


民族が 择在 すを、 をた も拘ら 中を は 究極に 於て 單一 Q 大宇宙 蒙？ 形成す る c すぎ s もの 

でゐる 夕」 斷 をし、 「カソリックとは 宇 巧 的 どい ふこ yj を 意 ホす る ものである」 夕 J 强 調した 0 

この お 說に韵 して 憤慨した フ ，アッ シスト 當 局は、 法皇が カソ ブック 行動 園を 是認して な 巧、 间幽 
は 反 民族 ま義 的で あつて、 フ T ッ シスト 黨のお 則》」 してを 然ど 採用され た 民族 ま義 ミは 兩立 しない 1 
1WJ 云 ふこ ごを 法皇 じ對 して 嘗吿 した 0 • 

これ じ 答へ て、 法皇は あに 二 4 - 八日 ボンド； ォ城 ( CI 1 Gandolfo) に 於て、 傅寞學 豪— ge 
を Propagan をる the Fa ぎ」 學生 等じ對 して 一場の 溃說 をな し、 之は 翌 二十 九日の ゲァチ カン 巧の 新 
聞： the A 离ち vatore Romano、* あび カソリック 新聞； Auv 蛋 を d-Italips 兩 紙上に 巧嚴 された ド、 を 

の 要旨は 次の 通りで ある 0 

「カッ ブックの 行動は カソリック 的 生活， yj 同 1 のこ S を 愚 味す る〇 人は 巧勵 のない 生活を する こど 
は 出 ホない 〇 カジ リックのを 活 は、 慈善と 逛義と 神の 法と を 一緒 じした 巧勵 である 〇か 、る 生活を 潔 
透させる こど じょつ て、 をれ は 神の 生活を 成 作す るので ある 〇 々ソ ブックの 息 味からは 他の 考へ ホは 
巧な しない 〇 民族 ま義巧 や、 岡 家 ま義著 や、 か 派 主義 あの やぅな 考へ 方は 存 なしない り 
「巧、 み 派 まを ではない！ 巧々 は人频 家族の 中 じ 如何なるを 離を も微 しない 〇 巧々 は、 民 媒ま義 
及び 訪張 された 网 巧ま義 をな て、 人と 人、 人民 •と 人民、 岡 民と 闽 おどの 間 じ 立てられた 險跋ど お 巧す 


巧 A 

ものである 〇 

「化の 人々 は、 な 上の こどから して、 カソ ブジク 巧勸 閒ごフ T ッ シスト 黨 VJ の 間 じ囘復 すべから ざる 
教義 上の 差異が がが するど 斷 をした 〇 これは 謗 張で あつて お 鹿 化た 言葉で ある 〇何 化なら、 カ ソブッ 
ク巧 勘蝴 (をれ は、 をれ 自身の 敎義 と 信條 -yj を 持つ ては ゐ るが) を、 カソ ブック 敎 をから 離れね を 巧 
を おする もの ど考 へる こどは 無想 味な こ， yj であるから 0 

「カソリック 巧 動 阿は、 敎 がの 中 じ 巧り、 カソリック 敎 おの 中に ななす る〇 カッ ブック 行動 岡は を 
會 である？ 何故 W いふじ、 カソ ブックの 巧 邸は、 敎を 自身が さう である やう じ、 カソ ブリック 的 生活 
であるの だから 〇敎を 外の、 敎 曾から 切 b 離された カソリック 巧勸 隅は 無意 巧で あり、 が在理 もな く、 
アブ サ ー ドで ある 〇 . 

更に 法 基は、 カソリック 致 曾と 巧 動 脚 どの ぞ帘的 本質を 詳說 して 「をれ 故に、 人類には 舉 一の 宇を 
的、 カソリック 的は 巧が あるの みで ゐる〇 俳 じ、 この 字ぜお 巧の 中 じは、 異 民族と さら じ 特殊 化され 
た 多数の 闕ほ 性艺が あるので あるから、 特殊な 諸お嫉 のがな する 儲 化は ある」 ど 云 ひ、 愚が じ 自己の 
ま 張を 要約して 次の 如く 結んだ 0 

「上述の すべての こどは、 がの やうな 結論 じ 達せん が 巧 じ' 言つ たので ある 〇卽 ち、 巧し 論ずが なさ 
ならければ ならの W したら、 をれ は カソリック 巧聊脚 じょつ てで なく、 カソリック 敎倚 にょつ てな さ 


れ なくて はならぬ 0 

「カソリック 行勵 四を 攻擊 する ものは、 カソリック 敎 生活を 巧擊 ずる もので ゐ るから、 ク」 り もな ほさ 

ず敎 宵を 巧繫 する ものである 0 注を せょ！ おは 諸君 じ、 カッ リック 巧勸网 を巧擊 せぬ やぅ 

じど 注吿 する 0 カジ リック 巧勵阅 を攻舉 する ものは、 法皇を 攻擊 する もので あり、 而 して 法 

基を 攻擊 する も Q は 何を 雖も S する。- 一れ は 曇で t 、 歷ぉ が證 明す る ミーろ である。」 ¥ 弓 
■York Ti 養 S . J 己 y 30 th . 1938 .じょる 〇} 

第ー ニ 節 法王 じ對 する ムッソ リ I 一一の 反驳 

V 一ー ト .ムッ ブー ーーせ 相は、 と 月 一二 十日、 スォ ー リ (For 另 飛行場 じがて、 化部フ T ッ シスト 聯盟 書記 
賃じ對 する 談話 じがて、 「巧々 は 民族 問題に 於ても ホ、 直行 蠢 する ものなる こどちす ベての 諸 
胃 知つ て 賞 ひたい。」 W 述- へ、 15¢ に、 が 太 利は 獨 逸を がを ミる ご ー ミ 法皇® ま擊 霞して、 

「ファ ッ シス ムか 誰かを 巧 似、 又は 何ず かを 模 放して 忍る ご 云 ふのは をく お 庇 化ね こどで ある 〇」 ク」 昔 

つち 

賞の 蔓 利の が 新 削は、 ムッ ッッ 1 i 」 の 談話を 大 々的 じ 巧 載.：^ た。 豪 誤 話は、 法 賢？ 
る ムッ ッブ ，二の 挑戰の 決？ 表明 おもの 蓋ら れ ちかぐ て 民 議題を めぐる ゲ 7 チ カン V 」 フ 7 ッ 
シスト 网ぷ どの 應删は 漸く】 化の 巧 題と なつて 來た〇 


. で 0 

ファ ツ シズ ム學あ 等の 中央 機關紙 (週報)， bie Be 与 e の 旨 gt(r 運動」) は、 が 太 利の 民族 ま 義じ對 す 
る 外 岡 方面の 批難 じ 答へ て、 「衆知の 如く、 民族の 觀 なが 一 佛賊西 人 じょつて n 火を 切られた 李を 考 
へるならば、 民族 ま 義の槪 をの 實際 的椎 論の ま 張 じ 於ても、 网み社 會ま義 が 第} 化を 保持せ ざる ご 同 
様 じ、 ほ 族の 觀 をを 發 生せ しめた 率 じついても、 岡 家 励を ま 義は榮 臀を擔 ふことは 出 ホぬ OJ と 云 ひ、 
更に、 ファ ツ シズ ム が、 如何 じを の 偉大なる 帝闕 主義 政 巧 じ 常 じ 認め 巧れ る 健を なる 民族 論を 適用せ ざ 
るべ からざる やを 說 き、 然 かもを れが獨 逸の 舉說 の模 放で ある ごい ふこ どのが 鹿々々 しさは、 ムツ ツ 
ブ ー ニ 首 巧の 言の 述 b である S ま 張した 〇を してを 後 じ 同 新聞は、 現な の あらゆる 反 對說じ も 巧らず 
カトリック をを 自身 も 伊太利 じ對 して ほ 族 ま 義じ關 する 多 數の實 例を 供して 居る 〇 をれ は 巧 動 幽の力 
ソ ブックの 宣教師が 民族を 征服す る爲 じ、 をの 全力を 傾注して お 巧 間の だ 威を 利用す る 事が 出 來た事 
は、 彼等の 膝 おを 通じて 見られる どころ である、 と 云つ てゐる 〇 ( な 上、 SGiornale み Italia /" 1 ド 8. 
一器夕 じょる) 

又、 ファ ツ シストの スポ I クス マン Virginia oayda は、 上記 「ジオ 八ナ I レ •ディタ リアン」 带 上に 
於て 「民族の 防衞 じは、 ひごち 獨栽 ま義の 下に 於ての みならず、 デモ クラシ イ謙國 じ 於ても をの 手段 
が講 がられて ゐるこ •とを 證明 しやぅ ごして ゐる〇 彼は、 容易 じ 同化し 得る ものの みの フランス 入闕許 
すの 法 棘を 辯 譲ず る 八 ホ •マ^シュ^ (Dr •巧 eno 堅) 憐± の 諸 著を 引用して ゐる〇 彼は 又、 アン グ 


口 •サク ッン人 じを し 一」 ホ 阀の龙 な領 虫を 保ち や’ っどす る英网 の. 巧 力 じついて 記し、 を 後に、 一 

化 二 四 年 お 月 一一 十六 H のを 衆 岡 移民法を 「巧戰 の、 暴力 的な 巧 族 ま義ま 張」 であると 述べて ゐる〇 

-'The Tri ぎ 夏.= 紙は、 反 セム ホ 義夕」 ほ 巧 ま義を 混同して はならぬ、 夕」 してみ の やぅに 述べて ゐ 
る 0 

「反 セム 裹は 、反動的、 保守的 政 巧で ゐ つて、 をれ を 適用す る じは 國 家の 自 もじなる 讓か のが 政 

手段で 累で をる。」 反： ま義は W Tribuna は附け 加へ る —— 例へ ば、 K キス Q 夕、 猶す 

がを けの 才 7 ィスを 持つ ミを 强 せられて ゐる どころ の、 多 ふ 「所諧 デ？ ラシ ィ諸 网」 じがて 採用 
されて ゐる〇 

r 化爱 E 蓄の 若干の 州 じがて は、 二 ごは 發展を 阻止され てゐ る。 厢始 的な 巧徴 的な 本能 じ 左」 コ 

される 機 湿な， ンチ 法は、 星— をを す 蓋 ハ 和 岡の 備虫じ 於て、 最初の 数年間の 植民地 おなおを 支配 
して ゐ ねので ある 〇 • 

r アメ ，力 共和 网は网 家で あるが、 囊な囊 での 网 家では S。 だから アメリカ たは K 族問题 
じつい T、 巧々 や 獨逸.< じ おして 敎 訓を與 へる 權 利は S 《でゐ る。」 化 日 < 、おしす-へて® 浙太 人を 

送む 込む や-っな 納畜 家が をる 享 を、 靈る ちい 出 買 示 おされ 一」 ゐ &霸婪 れを狀 を、 すべ 

ての 辦太人 じ 巧へ る こどが 出 ホ，^ であらぅ、 ク JO 


「誰も 猶太 人 じ 害を 加へ る やぅ 艺考 へる ものは ない 〇 唯、 人々 は 御 も 人の 居所を 知 b たいと 思 ふの 
みで ぁる 〇觀太 人は、 彼等が 何處じ 盾る やが 知れず、 彼等が 穏 かじ 巧 動す る こ VJ が 出來る W いふ こご 
が 知られない VJ るふ 理由の ためじ 危除視 される ので ぁる OJ 
を 後 じ トリ ビ ユナは 結論 どして、 曰 シアの 傅 染病靑 は 二つの 幼芽、 卽ち 一つは 網 太 人、 今一つは モ 
ン ゴリア 人が 携帶 する ものでぁるから、 上述の 如き 解かを 望ましい 〇ボグ シぅゥ ィズムは、 この 兩 民族 
を敎 化し、 操縦し、 單 一の もの どして 外 國じ撤 き 散らす ものでぁる、 VJ 記して ゐる 〇 (New 叫 ork 
田 erald Tribune. July 30 を. 一资 8 し 

第 四 節が 太 利 じめ ける 猶太 人 排斥運動の 前進 

八月 二十 四 n の 巧 京 日々 新閒 じょれば、 伊太利 文部 堪 は、 新 民族 理論 じ 基いて 十月の 新學 期から、 
特別な 例外を 除いた 他の すべての 猶太 系 敎授を 一 蹄す る こ じ 決を したと いふ 0 

あじ 同日： ご Regime 巧 as をを = 祇 は、 か 太 利 じ 於て を共審 おじ 携 はつて ゐる狗 太 人じ對 して、 を 
の 地 化を 辭 すべき こ S を 「友 巧を なて 忠吿」 して ゐる〇 同紙は、 アン コ ー ナ 協同 紐を 州巧議 (The 
Proviiic 堅 Council of co-op'eration of Aiicon との 副畿お 、猶太 人 マブォ •デョ ー ナ含 ario ,J 旨ろ 巧の 

最 おの 辭 職に ついて 述べ、 「彼は 善-化な フ "ッ シストで ぁつたから、 民族 問題を 呼び 起した ファ 

ッ シスト •レ デ ー メの 緊急 性を 理解し わので ぁる 〇」、 「彼は ょい 時じ齡 職した ので ぁつて、 多ぐ の御义 


人は 彼の 例に ならぅべき である 」 -yj 附け 加へ て ゐる〇 
涧义 人は 伊太利で 自をじ 生 巧す る ことが 來 、彼等は 適 當な機 會を與 へられて ゐ る，、」 云 はれて はゐる 
が、 网家 行政は 「巧 パー セントの ファ ッ シスト」 ど 云 ふを 言 策は、 卽ち 猶太 人じ對 しては、 をの 中 じよ 
何等の 場所 もが 在し ないどい ふこ どで ある ご、 ニ ューョ ー ク •トリ ビユ ー ン 紙は 書いて ゐる 〇 ( 一九 己 

八 •八) 

九月 一日 午前、 內務 省に 於て 開催せられ たる 閱議に 於て、 ムッソ リ I 二を 相は 內お 大臣の 資格を な 
て、 外 阿 人た る觀太 人の 地を じ關 する 緊急 赫み 案を 提出した が、 をれ は、 巧が 大戰な 後 か义巧 じ乂闽 
したす ベての 紙 太 人は 六 ヶ月な 內じ闕 外 じ 退去すべし ど 命令した 〇ホ勸 々は 次の 通ち である 0 
「大戰を卽ち一九一 化年一 月一 日な後、 か义利、リビア、をびユーダ諸なに定化せるへブライ系外闽 
人 (其 間、 み 数では あれで が义 利の 巿お權 を避姆 したる ものを をむ 3 は、 次の 如き 規 をを 受 くる もの 
ごず 〇 

第 一條 本 法み を々 の 日より へ ブライ 系 外 岡 人は、 王 岡、 リビア、 义はユ ー グ 諸島 じりて 化 居を 
をむ る こ VJ を禁や 

第二 條 本 法令の 巧 施 じより て、 へ ブライ 族の 兩親 じよつ て をれ たる ものは、 假 令へ ブライな 外 
のを 敎を 信奉す る もの ご雖 もへ ブライ 人 ご 見なず 


第 s 條 伊太利 巿は權 の 許可は、 一九 一九 年な がへ プラィ 系 外网人 じより て 如何なる 方法で 誰 得 
された るを 問は ず、 ずべ ての 效 力を 化が された る もの ミ 見做す 
第 四條本 法々 發 巧の 日 じ、 王 岡、 リビァ 义はユ ー ダ 諸島 じなり、 且つ 一 化 一九 年 一巧 一日な を 
をの 滯 化を 始めた るへ ブラィ 系外网 人は、 本 法か發 巧の 日より 六 ヶ月な 內 じ王网 、リビァ 及び 
エ ー ゲ諸 島を 退去せ ざるべ から や 

第 五條を 期間の 終了を じ、 をの 義 おじ 服せ ざる ものは、 法 かのを むる 刑罰を 謀し、 巧 巧 維持 法 
第 巧 お 十條 じより 壬國よ b 追放 せらるべし 〇」 (New York 田 erald "Tribune. 穿ち ember, lst.1938) 
因 じ、® ま 維持 法 第 百 五十 條の規 をは 巧の 通 b でぁる 0 
「刑法 じを めら れ たる ものを 陈 き、 犯罪の 爲、 處 刑せられ たる 外网 人は 网外 おか 及び 國境迄 同 巧 
せらる こ VJ あるべし 〇內 巧大 おはを 安の 爲伊 网內 通過 及び 居 化の 外网人 じ對し 追が なび 闕墙を 同 
巧を 命ずる こどを 得べ し 

前 二 條の规 をはが 太 利 本 闕じお 住せざる 伊太利 人 じは 之を 適用せ ず、 本條 第】 巧 じ 定められ たる 
を 巧の 廉 じよる 追放は 外 巧 大巧 どのな なをび 政 麻 首班の 同を を 得內お 大臣み をな て布吿 す」 

九月 ニロ、 前日 じ 引 結いて 閒備 せられた 閒議じ 於て、 义 部大芭 Gius をぶ Bottai はフ T ブン スト 伊太 
利の 學校 じめ ける 人禪巧 缴じ關 して、 垂文 六ヶ條 よら 成る おを 勸か 案を 措 おした が、 右は 圾 近の 大評 


議 を じ 於け るフ ，ッ シストの 見地から する 伊太利 网內 の猶义 人の 地位 じ關 する 大綱 決を を おつ もので 
ある 0 

右の 案は 次の 如き もので をる 0 

第一 條總 ゆる 補 類、 お 度の 闕立 又はを 認學校 化び じ 宵 立なら ざる も 其の 修學が 法が 的 じ 認めら 
れ たる 學 校の 敎 職には 猶太 人 職 貴を をる る こどを 得 や、 偃み 之 等 涧太人 職員が 本 緊な献 かを 布 
の 族ず 試 驗を格 者 あ义は 「リベラ •ド チュン ッァ」 (筆え 註、 Libera docenza W は 學巧义 は試驗 
じよつ てが 义利乂 寧 じ 教鞭を 軌る寶 がを 微 たる ものを 云 ふ) を 得た る 人 貴 聚中じ 包を せらる る 
場合 も 同様な り 

第一 一條 (巧 沉條 ) 一 化 一二 八 年 十月 十六 R より、 前記 第一 條じ定 むる 擧 校の 職 貴名 潘 じがす る總て 
の 猶太 人 敎師は 巧 職務を 停 北 さるべし、 而 して 此の 規 巧は 前記 學 校の 總 長、 校長 及 大擧の 巧手、 
巧敎授 小を 校路 巧を におしても ホ 同じ 

巧 一一 一條 リベラ •ド チュン ッァを おする もの もが 職務の 執 巧を 停 北 さるべし 

巧四條 學十院 、巧 寧、 文學 及び お 術 じ 脚す るな 巧 あび 剛體の お 員た る狗 人會 貸は 本が 十月 十 
六日 之 等の 曾 封た る ホを 停 化さるべし 

第 六條本 紫急剌 々じぶ むる 辆太人 ィ」 は > 兩 お 共納义 人た る ものより 出生せ る もの じして 岐み其 


信奉す る 宗敎が 辆太敎 な 外の ものた る 場を ミ雖 もす 同じ 
右じ關 して 九月 五 R の： Giorna ドろ Italia .= 紙は、 現 化の が 太 利內の 諫大學 おび 同 巧 度の 諸 學校じ 
於け る 猶太 人敎 授の數 はな セ 十四を じ 達す ご 云 ひ、 巧の 內譯を 次の やぅ じ 記して ゐる〇 

「パ ー リ』 二 名、 「ボ八 コア」 十四 名、 「ヵリアリ」 五を、 「ヵタニア」 一二 名、 「フィン ン ッエ」 十 S 名、 「デ 
エ ーバ」 十を、 「メッシナ」 四 名、 「ミラノ」 十八 あ、 「モデナ」 六 名、 「ナポリ」 十二を、 「バト ダ て」 お 名、 
「バ八 レモ」 八を、 「パ^ ご 四を、 「パ ゲイ ア」 ムハ あ、 「ぺ少 ，デァ J 四 名、 「ピザ」 化 名、 「ロ ー ご 十六 名、 
「サブ サリ 」ご1 名、 「シエー ナ」 四 名'' 「トリ ー ノ」 十六 名、 「ト リエ スト」 五夕 、「ゲ エネ チア」 一を、 「ミラ 
ノ」 理工科 學校二 名、 「トリ ー ノ」 理工科 學校 一二 名 0 
猶 同紙は、 1 化 〇 乂年じ 於け る 猶太 人 大學敎 授の總 数は の 十一 名、 一九 一九 年 じ 於て は 六十 一名、 
現在は が 太 利の 大を 敎授 一、 S 六 二 名 中前 記の やぅ じ 御 太 人 巧と 十四 名の 夕 きじ 達し、 遂年漸 がの 傾 
向が あつた 事を 報 導して ゐる〇 


第 s 章獨 •かの 排 猶太 政策の 訝究 

盟が獨 •がの 民族 原則 おじを の 排觀太 政策を 正しく 檢 討して これを 東洋の 具 體性じ 結びつけつ、 皇 
道 日本の 本質を 即 かじす る こごは が 要で ぁらう 〇旣述 の やう じ ムッ ジリ ー ーー も、 が 太 利の 排 猶太 政策 
の獨 逸の をれ からの 特殊性を 力說 して ゐる〇 巧々 は、 この 防共 二 岡の 排 猶太 政 巧の 本質 ごを の 差異を 
見出し、 巧に ホ 阿の 立場を 闡巧 しなくて はならぬ 0 

第一 節 伊太利 民族 政策 VJ 獨逸 民族 政ず 

先づ 前章 末節の、 化 月 一日を 巧の が 太 利 猶太 人 退去 命み に 就て でぁるが、 をれ は 上記の 如 < 、かも 
利本闕 、化 アフブ ヵの リ ビャ 植民地 巧び ユ ー ダ 說島じ 摘 用され る ものでぁる 〇單 なる 伊 义利訪 間の た 
めの 網义旅 巧を の乂 励は 許可され て ゐる〇 しかしみ 退去 令は 柬部 アフリヵ か領 ユレト リア、 伊領 ジマ 
リ ー ランド 及び エチオピア 等 じは 摘 用され ない 〇 この 除外例は、 ま VJ して 一九 I こ 六 年 五月 九日 じ 巧 太 
ホが 合併し わ ユチオ ピアを あが されても 他 じがき 巧の ない 紙义 人の ためじ 殘 して おいわ もの ど 寿 へら 
れる〇 

(化し、 n 1 マからの u,r 述信 特派員は がか やう じ まつて ゐる〇 が も 利が ユチ オビア 征服を 完 7 し 
た當 巧、 商用の ために ユチ オビア じ遥 入つ わ 外闽系 猶太 人は なち じ 退去す る こごを 要 ホされ た 〇をし 
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で 八 

て 一九 s 六 年 五月な ホ 外 网系御 太 人は を こじを 化する こごを 許可され てゐ ない、 ご〇 ここ じ所那 「外 
网系網 太 人」， と 今度が 太 利當树 が化義 した 「涧义 人」 との 槪 などは 著しく おつて ゐ るので、 をの 閒の 
措置み 第で 上述の お 祭は 取消され ねばならぬ 〇) 

化の 點 、獨逸 じは がよ 利の やうな 緩が 手段を 採る 餘 地は を然 がな して ゐ ない 〇 ナチ ス は、 本 网 から 
追放した 網 太 人を 收 をすべき 植民地な どごい ふ ものは を然 おして ゐ ない 〇 をれ どころ か、 逆 じ、 化 巧 
戰ず じょつ て 制 護せ しめられた 本 岡々 ± や 植民地の 囘收 こを が問趙 どなつ てるる お拔 である 〇义 、た 
どひ 獨 逸が 巧 干の 植民地を おして ゐた ごしても、 巧 獨斌太 人の おや、 をの 傅 統や本 巧から 云 つても か 
太 利とは 比較 じなら ないから、 での 道 ナチ ス獨 逸の 排御太 人な 策は、 猶太 人 じ VJ つては 「無慈悲な 放 
b 出し」 となら ざるを 得な かつた であらう とお はれる 0 

巧 じ 上記 法々 じょる 「猶太 人」 どは、 「ち敎 の 如何を 問は ず、 へ ブラィ 民族の 兩 親から 生れた もの」 
であつ て > この點 じめ ては、 ナチ ス獨 逸の 瓶 則た る r 祖父 巧のう ちじ 一人の 猶太 人を もつ もの」 は 「非 
アブ アン 人」 であると いふぶ 義じ對 して いくらか 自 をで みる ごいへ やう 〇然 し、 をの 反面 じ 於て、 獨 
逸では なをを は 狗太人 ごして 取扱は G いどい ふなけ 道 も あるので、 をの 點 では、 何れを 何れと も 云 ひ 
難い 〇巧 しこの ナチ スの 見解は 「血の 純潔 性」 の お 則から 見る と 巧 干 不を理 的で ゐるピ 云へ るが、 を 
こじ 义 ナチ スの網 太 人 排斥の 特殊な 政 萊が潛 んでゐ るので はない か VJ お 測され る 0 



御、 右の 御 太 人 退去を は、 猶も 人の が 產處を じついて は 何審も 述べて ゐ ない 〇 併し、 特別な 條 仲の 
ない 限り、 彼等は 夕 量の 自己の が 產を 持ち おす ことは 出來 ないで あらぅ 〇現巧 法の 下では、 が 太 利を 
離れる ものは、 旅 巧 S しての 小额を (一千 リラ？) な 上の 货带は 持 おす こどを 許されない 〇 唯、 が 太 
利 人 じ 自己の 則 途を寶 巧す る、 ホ 産業の 所お濟 ねる 外网 人は 例外で ある 〇し かし 彼等 じ對 しても、 伊 
太 利 貨幣の 外 岡 巧への 兩替 はな 麻が 取扱 ひ、 屢 々お 時 H を 耍し义 をの 他の 困難 じ 出を ふ 〇巧太 利では 
を 放される 納太 人の 駭 及び 持 おしが 產が余 b 大した 患 ホを 有しない ので ある わら、 この 點 では 緩徐で 
あつて い、 帯で あるが、 を こが 巧 謂 「な 策」 の 「政策」 たる 巧で あち、 又を こじ 補々 の 逃げを も ある 
ので あ. る 〇 

化の 献 、濁 逸では もつ ど 明な である 〇獨 逸では いくらが 產を所 あして ゐて も、 い <ら 稼いでも、 圃 
境を 出る 時は 旅 巧を 除いては 十 マ 八クな 上の 携 出は ホが じょつ て嚴 おされて ゐる〇 この 法令は、 功を 
膝 や 巧 巧の 持 巧を 煞 じて ゐ なかつ たが、 間もなく これ も 禁止され た 〇殆ん で 裸で 追 出される わけで あ 
るから あらゆる 腿 迫に も拘ら 中獨逸 网內じ 止まつ て ゐる銜 太 人 もぶ いので ある 0 
要する じ、 本年 じ 入つ てが も 利の お 太 人 排巧運 聊は漸 巧 進展し つ、 あるが、 しかし、 之を 濁 逸のを 
れじ 比する 時は、 をのが-お としては 獨 逸が 甚だ 强烈 であら、 巧 論じ 於て は、 いい 「特學 的」 り 「非合理 
ま お 的」 である 〇现 下の W ころ か 太 利では、 まだ 祈 乂人じ おする が义利 民衆の モブや ザ ヤングは 巧は 

ぶ ホ 


れてゐ u いやぅ でぁ b 、 をの 民媒論 も、 專ら 親子の 化綠を 問題 ごする 「ホ 物學 的、 自然 巧 寧の」 見解 
を ま ィ」 して 居ち、 をの 「人種 實 言」 の 作成 巧は 殆ん でを 部が 自然 科學 あで ぁる 0 
勿論、 獨逸じ めても をの 网內涧 太 人の 全部を 徹巧的 じ排擊 して ゐ るので はない 〇例 へば、 「歸 化の 取 
抑を び獨逸 颐籍巧 認じ關 する 法悚施 巧み」 Dure 京 iihru が sverordnung ZU 吕 Gesetz む ber を n Widerruf 
I VO 己 因 i 己 biirger 己 nge 己 csd die Abke 己 neng deH deutchen mtaatsa 口 geh 6 rlgkeit - vom . M 夕 J ■己一 i . 19 WW - は 

い 巧部猶太人但シ大戰中獨逸軍侧ノ戰線一ー ァリテ戰圃一一從畢シ、 义'^獨逸ノ利益ノ爲が一1巧勞ァ 
リタ 八 者 之 ヲ除ク 
と 規定して 居 b 、 铜 

り 「特別 ノ審恼 ニ ヨリ 必要 ナラ ダ^ 限リ 、左ノ 若 一一 對 シブ 取 巧ヲ命 ス^ コト ヲ得ス 
どして、 

一 化 一八 年 十一月 九日な 前 二獨逸 國籍ヲ 取得 シ 、グユ ^ サィ ユ條 約を 同 履 巧 協約 一一 基キ理 
由ナク シブ 喪 ホ シタ^ 歸化人 

B 一九 1 一一 一年と 月 二十 二日 阔籍法 ノ規を 二化ヒ 、歸化 請求 一一 某 キ歸化 シタ^ あ」 

を 擧げて ゐる〇 これは、 民族の 所 顧を かする じ 一二 化な 前を 即 はずと 云 ふこ ど (これは お 術 上 調査の 困 
難 どい ふこ VJ も ぁるが、 をれ な 外 じ も 何 か 曰くが ぁち さぅ でぁる 0 —— 大戰 前から 化 件の 衡义 人を 除 


外す る VJ いふ 獨 、が 兩网の 規ぶも 亦 同様で ある o } VJ 共 じ 例外、 しかも 巧當帝 嬰なる 例外を なして ゐ 
る 0 

然し この 點じ 爛れる こごは 旣じ本 巧 論で あらう 〇卽 ち、 猶ぶ人 問題の 政策 性の 間 題で あ b 、 或はを 
の r 非を 理ま義 的」 原則のを 理的 お據の 究明の 問題で ゐる〇 

第二 節 ナチ ス獨 逸の 排 猶太 政策の 現實的 基礎 

獨 逸の 網 太 人人 口は、 ナチ スな權 獲得の 前年 卽ち一 化 S 111 年 じは 五十一 おで あつたが、 をの 後 約 十 
冗 萬を 減じて 現な (アン シュ^ス 前では 約 一二 十六 萬から 四十 お 近く 这 なつて ゐる 〇 ( こ 2inet 惡 nth 

Century and after.、、 IMar 昏 ， 1938」 これは、 猶太 人 自身の 計算で あつて、 御 太敎ょ b 他敎 へな 京し 

た涧太 人人 口を をんで ゐな いので あつて、 巧し 宗敎を 問題 どし ないならば 混 化な 等を 合して、 ナチ ス 
政權 直前 じは 實じ 巧と 十四 离 で、 現を (アン シュ ュグス 前) でもな 二十 お前 後の 猶太 人が が 巧して ゐ 
る ど おられて ゐる〇 尤も 猶太 人の 巧 親から 生れた ものを 猶太 人. yj 觉 做す ィ」 いふ 伊太利の の 見地から ず 
れ ば、 この 数字は もつ VJ 少 くなる でを らう 〇 . 

(註) 獨滋 統計 局の 「經濟 ミ 統計」 (，- Wir な chaft U. wtati をて— Stati を skes Re ぎ 泻 ま) にょれ-は •獨 •奥 反ぴ 千 エコ 
の 猶太 人人 口は 巧の かくで をる。 アン ッュか スタび ブデソ テン 獨 逸のを 併 後の 獨泌 人口 に ついては 'ホ だ 何等の がるべ を 
巧 おが 巧し ないから •この 統計 U 何等かの 參考ゴ ならう。 囚じ ナチ スの巧 巧な 前の 「猶太 人 L i はおた かなむ みお. 人の 
父の 子に してが 太 巧な わるもの のこ ミで をる。 


摄巧闽 姆調あ 時の 數 ■ 一丸 一一ー ピ啤 のお败 
お 巧 ユダャ 人ロ ユダャ 人ロ ユダャ人 縱扱 二對シ な外闽 人ロ ニ掛シ 

獨を I 1 一 弓 一若 さ 担％ 一 蛮％ 

f を 併 前 一呈 宣丄壺 年 六 巧 凹 一充 0 ご 10 一一 置％' 0 •当％ 

1 填 地 巧 一窒 四 年 一を、 四' <1 言〇 一裹 一 孟 八％ 

ず エッ コ ー薑年 五黃 ■八 養 ゴ查 云 一一% 重 凹％ 

云 ふまで もな く 数字は 畳 的な もので ゐ るから、 これ じよつ て 直ち じ 本質を 理解す るこ这 はお ホない 0 
しかし 畳 も處大 どなれば 一つの 質を 意 ホす る 〇實際 じ 於て ナチ ス獨 逸より あがされ 、又を 放されつ^ 
ぁる 猶太 人は をの 大部を が 知識階級、 中產 階級、 勞働階 扱で ぁつて、 彼等 刪々 の寶 産は 問題 じなら ね 
がを のを 體 どしての 數は ナチ ス經濟 じごつ て 重大な 盧義 をち つ〇こ 、で、 例の 十 マ ー クな 上の 网外持 
出を 禁ずる ごい ふ 一般法が 軍 要な 爲義を 持つ じ まるので ぁる 〇因 じ、 獨逸內 猶太 人の 財産は 總計 百億 
ラィヒ スマ 八 クタ」 推を されて ゐ たが、 最 あの 燒 巧、 磐擊等 じよ 6 の十撼 ラィ ヒス マルクを 減じた とい 
ふ。 ( r 同盟 巧 報」 第二 お 第二 十 S 號) 

猶太 民族 排斥 VJ 不可み じ 結びついて ゐる ナチ ス のは 嫉ま義 政策の 本な は、 ナチ ス政權 をの もの、 本 
質 じか、 つて ゐ るが、 これは 本調杳 のま 題の 範圃を 超ぇて ゐる〇 なじは 極めて 衞單じ 之を 一瞥す るに 
ゾ- ぶめ る 〇 

第一み 化が 戰 ずを 遂 巧した 軍 阿 ま義獨 逸の 資本 ま 第は、 戰が 極度の 革命的 狀 態じ陷 b 、 獨逸 をび- 


ン ボリ ー じは、 僅 わじ 數 H だけでは あつたが サダ XI 卜が 成立し わ おで ある 〇 この 獨 境ザゲ ,1 卜政權 
あび 其の 前後の 共 產ま義 運動の 中に、 猶太 人が 可な りを 嬰な 役割を 占めて ゐた こどは 審實 であ り、 义 
獨 逸を 屈擺 せしめた 聯を軍 諸网じ 於ても 猶太 人が 活躍し、 网 際職盟 がを の樞 嬰な 地 化を を网 鶴の 猶太 
人 じ 占められて ゐた事 も ホ 周知の 事柄で ゐる〇 

共産 ま義を 命の 失敗 後、 獨逸じ 巧 ホ 上っ たものは 戰爭の 打が じよっ て氣 力を 失っ わ 資本 ま義 ど、 共 
產ま義 から 移 巧した 社 巧 ま義を VJ の 協を した 弱 髓共か 政府で をって、 ダ H ^ サィ ユ條約 じよっ て、 前 
記の 聯合 諸闕 から 完をじ 屈服せ しめられ たもので あつた 0 

をの 後、 獨 逸は 辖 々の、 本質的 じは 同慑 なな 前の 下に 戰 後の 極端な 經 濟荒麽 から 徐 々じ 罔 おし わが 
ダ-^ サィ ユ條 約に よる 亟 腿は 殆ん ど絕留 的じ獨 逸の 經濟 、政治、 軍備を 束縛し、 加 ふる じ 階級 關ず 
じよる 闽內 のす S 搖は斷 ぇな かった。 のみなら ス 世界 經濟が 漸ぐ戰 後の 囘粧じ 入る や、 早く も筑 
二の 世界 戰 ずのを 威が あり、 獨逸 どしても この 新しき 國際棉 勢じ應 じて 网內 のネ 巧を 統一すべき 必喪 
じせ まられ たが、 化 巧の 自わま 義的共 か 政 樵は、 この 要求を 充た すじは 储 b じ 日和見 的で あった 〇か 
、る 一般的 棉勢じ 沿 ふて、 特に 次の 條俾が 完備した 時に、 ヒット ラ ー を 先頭 どす る ナチ ス 黛が 强 力な 
進出を なして 遂に】 九 sra 年の 政權 獲得 どなつ たので ある 0 

第一 じ これは 夕少 間接的で あるが 「資本 ま 義の永 义的繁 策」 を 叫 はれて ゐた ァメリカの 恐 瞄の敦 


ホ 巧 

(一九二 化 年 十月の 一一 I ] ョ ー ク 株式 巿 場の 破綻) が、 化界 時に ョ ー ロ" バ じを ぼした 新しい 經濟恐 樵 
は獨 逸の チ 盾を 一層が 大 せしめ、 么じ伴 ひ國際 お 立の 尖銳 化は 獨 逸の フ ，ッン 3 化を 助畏 し* 一九 S 
〇 年 じは ナチ ス 議員は 前年の 十 ごをから 一驢 一 〇 セ 名 じが 加した 〇お界 經濟の 波浪が 獨遮じ 於て 愚 も 
敏威 であつ たこ VI は拖も 注目すべき 點 であつ て、 アメリカ 恐 稲の 影響を 巧 止し •惡性 イン フンー シヨ 
ンを 阻止 せん VJ する プブユ ー ニン グ政 がの 巧 力 にも拘らず、 一 化 一二 一年 じは 獨 逸の 醬名銀 巧 ダー ナー 
卜 •バンクは 破綻し、 を 融恐擺 じよって 岡 巧を 業は 萎微 した 業を 鮮 はが 大したの であっ，， —0 

この 恐慌の 巧 盤は、 獨逸自 體の先 巧條件 じよつ て 特に 甚大で あったので あって、 巧々 はこれ を 一九 
二 一一 一年 じ はじまる 大惡性 イン フ ー ション じ も 見出す ことが 出 ホる 〇卽 ち、 同年 一月、 フランスの ポア 
ン カン ー 政 巧は、 獨 逸は ゲムグ サイ ユ條 約じ規 をされ た赔 僧を を ま拂ふ 能力がない ご 云 ふが、 實 際は 
能力がない のでなくて をの 盧 志がない の だ ど 宣言し、 遂に 佛白聯 を 軍 じよつ て^—^ 弛 方の 化 證み領 
を やった 〇 これ じ おして 獨逸 共和 改 がが 消極的ず 段を、、」 つたた めじ、 ホ 曾 有の 惡性 インフレ ー ション 
を おおし、 經濟界 は 極度 じお亂 した 〇こ川 餘羅が 未だ 滞ぇない 所へ、 一九二 化 年の 經濟 恐懈が 開が さ 
れ たので あるから、 をの 闲 難は 想像 じ 結す る ものが あらぅ 〇 就中、 中 商工業を、 イン ブリ ゲン チヤ、 
等中產 階級の 失 樂’こ 就職難、 生を 難は、 深刻 じを の 理想 ま義的 お識を 刺戟して、 資本 ま義 不可、 共產 
ま義 不可、 をの 兩お 協な の自を 主義 不可 して 天才の 民族 ま 義を瓣 歌ず る じ まらし めた 〇 しかし、 敗 


戰圃 どして 桐 民 地は じめ、 本 闕領ホ 人 看」 ももぎ とられ、 をの 上夕 额の赔 俗を を _ f をで 緊の 
トン あじぁつ ゎ繼 L ! 於て は、 理論よ b も 先 - S きんが たさ 生 雲 能が 巧 励を 支配した Q で ゐる〇 
化つ て ナチ ごは、 神 祕キ： 義を篡 する 「非 塞 ま 馨學」 畫 みおし ねので ぁる。 

か、 る 僻 勢の 下 じ、 政府 公基、 軍隊 S ち 上級 行政 寡が 共和政 巧を サ ボタ— ジュ し、 义將獲 
の？ 後 t ある こ ヶ^ A ひ 民族 裹 Q 必雪 をよ る 獨逸變 《是累 必要 どを 威 じ 奚裏審 

も ヒット ラー を 先 薄と する ナチ ス講を 支持す る じ まつた 0 

ナチ ス政權 じ 於け を產階 絞、 特に 智識 階級の 意義は これ じよつ て 推靈零 ミナ チ スの囊 
力、 をの お嫉義 じがて、 異 民族を 8 し 得ず、 純 粹な多 こンの 血を 巧 f した-ミは、 獨 逸が 
敗戰 じよつ て、 を？ じ 統一 t へき 植民 地異 民族を 完全 じ 失つ てゐる ごい ふこ ミよ つて 政 お 的 じ も 
極めてを 易 じされ ミる ので ゐ るが、 之が あじ、 畐內 じめ ける 術す、 特に 獨護籍 を 8 し、 を 
の 血族を 關係 にかて S 化して ゐる納 太た 對 して さへ が 巧議じ 出で ざるを 料ない ほど、 獨逸 
はを の經 がに 於て 奢」 し ミた のでを る。 がし 前 じ も 一言した やぅ じ、 ナチ スが特 じが 太 人じ對 して 
を 面的排 紫の 「理論」 (少く V 」 も 理論 じがて はを 街 的排聲 でぁる) じ 基いて、 礙 がなる 實際 運聊じ 出る 
じ まつた Q は、 靈慕じ 於 パる 5 人 S 勢 巧び、 獨 逸を 獲した 四阐 Q 諸网 お、 ける 御 太 人の 勢 
力が 化 おの 霞を Z てゐ る。 囊 じついて ちな じ 論ずる 餘裕を 持ね ぬが、 前を じついて はでぅ し 


ホ 六 

て も觸れ ない わけ じは 巧かぬ 〇共 產ま義 的、 又は 自由 ま義 的な 評論家 等は、 化々 この 點を 無視 又は 過 
少評價 して、 ナチ スの 排涧太 政策は 一から 十まで ナンセンス だ ごしを いので あるが、 これ も ホー 面 的 
な 見ち である ご 云は ねばならぬ 〇か 、る 見解は、 ナチ スの 民族 理論を 單じ 理論的 じの み 扱 はんごす る 
抽象論で あらぅ 0 

化が 大戟當 時、 獨 逸には、 約 六十 おの 納太 人が 住んで ゐた ごを はれる 〇 これは、 當 時のを 獨逸 人口 
の 約 ー パ ー セント じ槪當 する 0 

大戰 後の 革命運動 あび 社 曾 民主主義 政が じ 於て、 可な り 夕數の 御 太 人が 巧 躍した 〇 このな 權下じ 新 
じ獨逸 へん b ホった 猶太 人は 夥しい もので、 ナチ ス政權 の 成立 直前 じは 前記の やぅ' じ 百 二十 萬 前後 
S なって ゐ る〇戰 前ょ b 居住して ゐる 猶太 人の 巧彌を 考慮 じ 入れても、 戰後乂 岡の 猶太 人數は 寒し く 
大きい 〇獨逸 共產鐵 じは 著名な 觸太 人が 樞 位を 占めて ゐた こごは ょく 知られて ゐ るが、 一 化 一九 年の 
革 か 政府 じは、 ヒ火 ファ 1 ディン グ、 -1 ゼ 、コ 1 ン 、ヘ^プ； フムグ ド、 シッフ ュ 火、 ベ グン シ- タイ 

ン 、ご イマ 、 T ユン 等が 居っ ち 一を 一八 年の 闕會じ 於て 社 會民ま 黨畿員 一手 九 名ち 實 じご 平 
八 名まで が 猶太 人で あつた VJ 云 はれて ゐる〇 

一九 111111 年と 巧 十 H の 「プ イリ ー •メ ー が」 紙が、 「ヒット ラー 政權む 前の 頃 じは、 戰前狀 態 じ對す 
る 二十 巧の おも 系官 巧が ゐた 〇网 際納义 人は 獨逸 統制 機關の 要所 じ 巧み じ 入， b . 込みっ、 あった」’ と 報 


た 力、 獨逸闽 に 於け &辭太 人 勢为 Q 培を、 獨 逸を 屈服ち 《た歐 米諸國 Q 政策 ミ 間に 何等かの 
聯關を 見出さう とする こ 夕」 は 必ずしも、 獨 遮の ま觀 だど稱 する こク」 は 出 巧ないで あらう 0 

をの 他 經濟學 界臀師 、辯 護 十、 文 十 等の 自わ 職樂 、キネ マホ 等 じ まるまで 絶 太 人の 勢力は 甚大 
であつ た 〇 ( これらの 點 じついて は、 いづれ 詳細なる 統計を なて 明か じする 必黨 である 〇) をれ は 世界 
のい かなる 岡 じ 於け るよ らも、 特に 獨逸じ 於いて さう であつ た》」 いへ るので ある 〇 ( サゲ ,1 卜 •ロシ 
ァ はみで ある 0) 極めて 初 ホ 的な 示 陵を 巧へ る 例を yj つて 見ても、 音樂 じめ ては 偉大な 獨逸系 網 太的傳 
統を傳 へる ブ ：1、 ゥ*;1 がゐ る。 一二 人の 獨逸系 猶を雾 と 物 輩 者 (ァイ ごぶ イン もを 
の 中の 一人で ある) はノ ー べ^ 贊の 獲得 巧で ある 〇 無線 軍 信の 開が 者へ^ マン、 ァ ロン、 一九二 四 年 
I 大西洋 樵斷 を。 した ッユッ ヘブンの 製作者 カ ー 八 •ァ ー レン シュタイン 等 〇臀擧 では 先づ バゥ 作 • 

エ グリ ごが あえ 獨 逸の 大銀 巧た る 「ダ ごシュ タッ ト銀 巧： トンス デン 銀ち べ言ナ t •へ 1 デ 
术 スゲゼ r ソャ フタ ー (，， Berliner 里を Isgesellschafter . ご) 等は 猫义 人の 經傑 であつ‘ こ 0 
要する じ ナチ ス政 稲成 立 前の 獨 逸は、 政治、 解濟 、思想 等の 方面 じめ てお亂 せる 階級 厕 ずの 影嚮を 

をけ たが、 之蒙馨 ま 中に-を じ §冀 妾 深 SS まれて 奮し、 8 Q 變 QS 的 狼 迫 

が 之 等の 雲を 姑 も 塞に 願 奪し 《た Q である。 ナ于ス Q 民 S をを る为ソ ，ッ J 」 ナチ ごの 
をな もを の 精 刺が、 理論的 お 立の みならず、， 社 巧 民 ま黨ご おに 共和政が おも 重要な 支な の 一つで 


あつた 中央 溝の 支持 おた る カソリック s の 政治の お 立、 ホ じを の 背後 じひを む經濟 的斟ホ I カソリ 
ッ ク敎會 自身が 大± 地領ち 者で あるの みならず、 をの またる お 徒の 中 じは、 農民、 地 ま、 軍人、 巧 族、 
等々 が ある —— が あつて 閒 趣は 著しぐ 鉛雜 して ゐる〇 

ヒット ラ ー 政權の 勝利 前には、 濁 逸の 大小 宜作 農、 敬 度な 小作人 等は、 一般的 じ 共 庚 ま義が 勃興ず 
るのを みて を々 艺 して ゐ た〇獨 逸の 人口の 大部を は 農業 じ 従事して ゐ るの だから、 この 點 では 農民の 
共 產ま義 じ おする 憩戒は 注目し なくて はならぬ 〇 ナチ スじ 投棄した 獨遞 人の 多 く は 、「アリ アン」 ど 
「非 アブ アン」 の 問題、 特に 反 御 太ま義 S いふ もの じ おして 何等 一般的な 見解を おして ゐ たわけでは 
なかつ たど 云 はれて ゐる〇 尤も、 {ホ 敎な 革の 時化 じ スペィンから あ 放され、 バ^カン じ 逃れ、 ブ八ダ 
リ ー 邊 がら 獨逸じ 入り 达ん だ辆义 人は、 獨逸 農民 じな 贷 をした ものが ぞいので、 この 顯 では 多少の 勒 
立 も あり、 叉 農村は 特に ま敎 的を おが 强 いから 制 义敎じ おする を敎 的を 威が あつた こ VJ は 事寶で をら 
う〇實 隙に 於て、 をう しわ 何等かの おおが 絕無 であつ たら ナチ スの拂 猫 太ま義 は、 一般 地方 じ 浸透す 
る こどは なかつ たで あらう 〇 がし 結局す ると ころ 彼等が ナチ スをま 持し ねのは、 ナチ スの反 セム ま 
義 じょつ てで をる こ ィ」 は 明かで ある 〇 を 敎的お 立 W 云 つても、 キリスト 敎 、特に カソリック 敎が ナチ' 
スの 民族主義 じ 或 種の 反對を 示して ゐる こど じ 見ても わかる やう じ、 ナチ デム 程では ない ので ある 0 
農村 生活を 等は、 カッ リック 中央 黨と社 曾は ホ 溝の 支持す る 政府が、 ホ 禍を 打破る 力の ない こ S を 知 


つた〇 ヒットブーは歐乎夕」してホ化反對でぁり、 獨逸共產攤の中じはか當お力な若い辦太人等居ね〇 
を 獨逸辆 太 人のう ち 共 產ま義 じ 同情を みせた ものは 二 乃 ま 己 パ ー セント だ ど 見る 人 もゐる (：4 す 
Jew To- をろ 法 d 己 ey D 玲 k. 1934.) が、 社會民 ま黑員 どしての 納太 人は 違 かじ ぞい 〇ヵソ ブック 敎徒 
々結局 ヒット ラ ー を 文 持す るに まつた の も 共を ま 義反對 の 立場から だと 見て い、 でぁらう 0 
他方 じがて、 地方 農民が、 都 巧との 對立 じがて、 資本主義の 矛 巧 じ 苦 惜して ゐ たとい ふこ ども なれ 
ては ならない。 然る じ 二 Q 都 巧を 化 表する 資本主義 自身 を；^ 於け る辭 八と 獨 逸人る お 立 (並 じ 
猶太 人 自身の 對 ホ) が ぁ り、 义兩 民族の 中 商工業者 、智識 階級 等の 中 じ も 競 爭腿耻 が ぁつて、 これら 
近 化 的對で ゎする i 並に 運動は、 直ち じ 地方 1 般じ 支配的 彭嚮 を舊 すじ 至つ た？ ぁる 0 
ナチ ス政權 じがけ る 中を 階級の 化 位 じついて は旣じ 一言し しねが、 ナチズムの 排衡 太ま義 が、 お產 
ま義反 おの 立 前と 結な して ゐわ こごは、 農が の 支持を 得る じ まつた 一因と 見做して い,， でぁらう 0 
大戰前から獨逸にゐた辭太人のうち、 ス ベ ィ ンからァ ム スブ^ダ ムに逃れ、 おじ ンブ ^グ、クィ1 
ン等じ 這 入つ たもの のぞぐ はを 馳業 をを んでゐ ね もので、 この 系統の ものは 今日の 蜀遽 の上舒 斯义、 
をな して ゐる〇 元 巧獨遮 じは、 巧 ホ佛等 じぁる やうな ち 大な納 太が 隅 ごい ふ ものは ない が、 を 融界に 
は 廣< 巧を 張つ てゐ わ〇エ 樂方而 じも槪 して 大勢 カタ J いふ ものを あして はゐ ない 〇 然し、 化 界の ぁら 

ゆる 网 の 統計が 示す や， コに狗 文 Q 護華蹇 Q 姑ち 築 人备 S と QS は 段で も 巧 要な 


問題*」 して 取扱 はれる じ まつた のでを る 〇が太 利で もさう でも あるが、 獨逸 でら、 大戟 前からの 化 住 
猶太 人は、 歸 化、 國籍の 取 巧を をけ ず、 獨 逸人 ミしての 取扱を うける ので、 實際じ 於て 數十 巧の 網 太 
人は 除外例と ならう 0( 々同の ラ^ — ^ 如 殺審件 じよる 十億 ラィヒ スマ 八 クの醫 を わ これらの 獨逸 乂ィ」 し 
ての 術 太 人 じまで 誠せられ るか 否かは 不明で あるが …… ) さ うして 見る と 巧獨御 太 人 自身の 間 じ も 或 
る 禪の利 嘗の對 立が がな する V 」 いふ こ- yj が 推せられ る 〇然し 化は この 點 じついて ホ だ 何等の 資料を も 
見出す こごが 出來 ない 0 

ナチ ス じよつ て 放逐 せられた 十 おおの 猶太 人は まごして 智識 階級、 中産階級、 をび 勞働 あで、 これら 
は 危急が t じぁつ た獨 逸は 族 經濟を あおす るの じ 多少 役立つ ね ど 見て い^で あらう 0 蓋し、 國 民を 曆の 
白楚 じよる を 方面 じ 於け る 積極的 巧勵 S 軍備の 充赏 ごは、 獨 逸人の 失業者を 巧收 して 之を 減じた が、 更 
じ 十五 巧の 狗太 人人 口の 減少は 之じ對 して 若干の 助成 ごな つたで あらう から 0 これ じよつ て、 獨 逸网內 
の辭太 人中 産を 及び 勞働 おの 窮ま じよる 彼等の ホ 化から する 闽內不 るを 除 まし、 同時に また 獨禮 民族 
中 商工業者の 巧ぶ を 得る とい ふ 一 お 二な の效 あが あつた こごは 巧め ない 0 をして これ こを、 危機を 切拔 
け、 後日の 雄飛を なすた めじ ナチ ス獨逸 じどつ ては 絕巧的 じ 必要で ある 这 された もの だつ たので ある 0 

次 じ 猶太 人 排斥は、 資本 ま 義並じ ホを ま 義を共 じ猶义 のな もの ミして 排樂 すべし ミい ふこ VJ じよつ 
て、 間接 じ獨 逸人 資本家 及び 獨 逸人 共を 主義 巧 特に、 社を 主義 お及自 ゎホ義 巧を 制缴 又は 彈脈 すると 


ころ じ 特殊な 欧策的 怠義が ぁる やぅ じ 思 はれる 〇 民族的 危機を 巧り なける ためじは、 化來の 資本 ま義 
經 濟じ徹 ほめな 變 革を 加へ ねばなら ぬが、 供し 之を 絕對 のじ 排斥す る こ ィ」 は 却つ て、 逆の 效果 をを せ 
ざるを 得ない 〇勞 働と 資本 夕」 の 構が を 化 ホの 自由 ま義 的、 或は 階級 支配的な もの どせ ず 之を 民族の な 
場から 「全 體ま義 的」 じ 統制し なければ ならぬ 〇 これが ナチ スの 基本 精神で ぁつて、 猶太 人に 當て はめ 
て獨 逸民 族 資本家 や 社を 主義を、 自由 ま義 者を 自戒せ しむる こどは、 をの 徹底せ る 民族 ま 義を赏 く 上 
じ 巧 あ 的で ぁつた こ， とは 疑 ひない 所で ぁる 0 例へ ば 一九 己 五 年な 巧 忿激じ 行 はれた 猶太 人 おら ど 共 じ、 
ナチ ス 政府は、 シャ 卜經濟 が や 軍部 どの 關 係を 是正 統鐵 し、 ラィン 非武装 化帶へ 進出した ときの 如 
きも、 之 等の 势力 ど ナチ ス 政府との 間 じ 若干の 見解の 相違が 生じれ が 「猶太 資本 ま義 排擊」 の 運励强 
化 どず 巧して ラィン 進軍が 巧け された 如きは、 を こじ 何等かの 連關が ぁりは しない かご あはれ る〇獨 
逸の 軍部は、 前 じ 一言し ね やぅ じ、 ユンヶ グじ强 い 背 致を もち、 シャク ト經濟 巧は 旨ら 大工 樂を 所ち 
し、 义自 をの 作ち 上げね 獨逸經 濟會議 所 じ 加入せ しめた 鑛鐵 王チッ センを はじめ、 単需 工業の ク八ブ 
ブ 、電 氣王シ I メンス、 鑛鐵王 フょグ ラ I 、 銀 巧 王 シュン J ダ ー をは じめ 千 五 百 萬の 朋巧 人を 牛耳つ て、 
ヒット ラ I をで 持して ゐる〇 階級の ぜ なを 巧を せず、 たぶ 階級 圆爭を 巧を してを 體ま義 的 民族 經濟を 
確立 せんどす る网民 社を ま 義政權 じ VJ つては、 自由 ま義的 利潤 あ ホの な 本家 や、 共 產ま義 を 支持す る 
嫁 働 おじ 强赃を 加へ て、 を 正なる 發展 を裝き 出す こごは、 何ょ b も通視 さるべき こ VJ でぁる 0 

セ ー 


な 上は 獨逸 排衡义 政策の 對內的 方面の 牌 見で ある 〇巧 じ對 外的 感義は 如何 ごい ふじ、 これ も 亦を の 
現 K 具體 的な 外ず 政 巧*」 緊密 じ 結びついて ゐ る〇然 かも 一岡の 外を 政策は、 をの 國の內 政の 延長 ごも 
見られる もので、 兩者間 じは 不可 巧の 關 係が 存在す る 0 

お 蘇 政策 じ、 辩太 ゲォグ シェ ゲ イズムの 極印が 巧ち つけられ、 獨 巧を 併 じ もを の 特有の 民族 理論が 利 
用され、 ォ ー スト リァ 內 部から も 之じ應 呼して 猛烈な 排網义 速 動が 行 はれた 〇チ ユコ 問題、 スペイン 
を 命の 場を も 同様で あり、 をの 他、 英 、佛 、ホ 等 ごの 閒の外 巧 問題 じついても、 つね じ 「御 太 的」 な 
る 極印が 用意され て ゐる〇 なには 巧妙な 政策 的 息 義が蒋 なする ので あつて、 例へ ば英网 をみ 解す る 場 
を じ 之を 「御 太的英 岡」 ど 銘打つ 反面に 於て、 巧 じ 英网內 じがけ る親獨 のみ モご摄 手す る 余地を 殘さ 
ん する もので を b 、 之は 甚だ 效果 ので さへ ある 0 

第 S 節 伊太利 猶太 政策の 現實現 基礎 

伊太利 在 化の 猶太 人口は、 一九 so 年 四月 二十 一日の 闕勢調 澄に ょれば 總計四 萬と 千 八 巧 二十 五名 
であつ て、 伊太利を 人口との 比率は 千 人じ對 して】 •二人の 割で ある 0 

(註〕 獨逸 統計 局の，、 Wir な chaft 己 • wtatis 昏こ 1资8 •もこ 0 齡を み擧 げてゐ る。 「ヴユ イジ シ t • グ日 ニクが」 誌の 編輯 こ 
か、 る 一九 一ニ セ年鹰 0 た Jewi を Year-bsk.= ょれ. は、 I 九 1110 年の が 太 利 巧 巧 猶太 人口は 七を 學香 二十累 ミな 
つて ゐ る。 闽贺 調査の 猶太 人数に、 か 太 利國お 也を 寸る 猶太 人は 勿論 •獨 、佛 、巧' 米 等の 阀谭 もを ずろ 涧お 人は 含んで ゐ 
むい。 他ぶ 「猶太 人 年 館」 の 巧は、 が宗 あを 含まない ので わるから •質 際に 於では > 是 等の がを な 上の 猶太 人が 存巧 ずる 


もの s おはれる。 併し 兹 では、 が 太 利 ゆが 白身の 排 猶太が 巧み 問題 i マる てを ろから、 かがの 統計を あ 調に して 考 おする 
がい、 であらう 0 

伊太利の ヵソリックを 徒は 巧 千 •百 r 游 四千 人で、 垂 人口との 比は 千 人じ對 して 化す 九十 六 •一人の 
割 じなる 〇 猶太 人口は 地 ホ じ 散布して ゐ ないで、 若干の ま 要 都 ホ じ 集中して 居 b (この 點は獨 •巧で 
も 同様で をる。 お ミ 0 都市 集中は 界湾顯 著な 現象 V 」 見を ミる。} を Q 中で も 最も 重要な のは 

卜 ，エ スト、 レグ ホ少ン 、ァンコ ー ナ等 である 〇 巧し 口， マ じは 割を じ 少< 、約 S 千を ばか が 居る 
じ 過ぎない 〇 をの 後、 特じ獨 逸の 銜义人 追放、 ァン シュレ ノス 後の ォー スト ブァ御 太 人が 斥 等 じ i つてが 
ホ 巧 じ 流れ 这む 数は 漸次 お大 し、 特に 化 方の トク ユ スト 等は さう でぁつ たが、 併し 么 等の ものを 計算 
じ 入れても 現在の 巧が 御 太 人口は 總計 五お內 外で ある ど 見られて ゐる〇 
な 上の やう じ 巧 伊搁义 人の 絶を 數 力ら 云 つても、 ホが 太 利 全人 口に 對 する 比率から 云 つても、 特じ 
が 太 利に 於て 觀义 人排 巧が 問題と なる VJ も考 へられな いので あ b 、 特に、 今度の お まみ じょつ て處を 
される 涧义 人は 略！. 一 お 人位の もの ご 考 へらて ゐ るので あつて をの 他は 巧んで 大戰 前ょりの なち おご 
見て い、 位で ぁ をら、 益々 が も 利の 御 太 人 排斥 麵 の 「政 護」 が 問題 どなる ゎけで ぁえ 
尤も 前 じ も 云つ たやう じ 人口の 大小 だけで をの 本 巧を 云々 する こ S は 出 ホぬ が、 少 くご も獨逸 じを 
して C 少 ずでは がん 人力ら 巧け た、 又 巧け つ、 ある 影 報は 巧な b ル さい もの だとい ふこ ごは 確 巧で あ 
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る〇 をれ だけに 伊太利 じ 於て は 納太人 排斥は 獨 逸の 場合よ b 寺 或る 患 ホ じめ ては もつ 这 「政策 的」. 
である ど 云へ る 0 . 

對巧的 じは、 フ T ッショ 的 統一の ためじが 太 利の 資本主義を 共産 ま 義を制 腿統缴 する じを の 民族 巧 
則、 化つ て义排 猶太 政策が 適用され る こ S は獨 逸の 巧を ミ 同様で あるが、 ナチズムの 民族 ま義 が、 發 
生 的 じ も お 理的じ も 御 太 人 排斥 じおんで 不可み じ 結びついて ゐ るに 對 して、 伊太利 フ 7 ッ シズ ムは 、猶 
太 人 排斥を 公然ね る网策 どなす じ 至つ た 現を じ 於て さへ も、 猶 原則の じは 觀太 人を 絕對的 じ 排斥す る 
のでは なく、 た スフ 7 ッ シスト •ンデ ー メを をを する 御 太 人を 排斥す ると 言明して ゐる〇 が 太 利の 場合 
は獨 逸艺異 つて 稍を 理的だ ど 云 ふ 威を 前 (へる 〇 この 兩 をの 差異は、 兩闕じ 於け る微太 人の 傳統 ご、 獨 
が兩 民族 自體 の歷を VJ 現ぜ 巧 ごの 差異から 生じた もので をる 〇 就中、 獨 逸が 欧洲 大戰じ 於け る 戰敗岡 
ごして、 をの 內的 統一を 失つ て斌太 人の 勢力を 巧大 し、 又、 外の じ も 職を 励の が 織した 网際 聯盟の 制 
膨を をけ、 しかも 聯盟の 重要な ポストが 夕<涧 太 人 じよつ て 占められて ゐた 等の こどから 獨逸 民族の 
解放 ごい ふことは 同時 じ 猶太 人 排除 VJ いふ 問题 どなつ て 現 はれた ので あるが、 之じ對 してが 太 利は 大 
戰中當 初は 獨 •巧 •伊一 一一 网 同盟の 閥 係 VJ 巧 •佛 •伊 間の 利窜關 係から 中立の 立場を 持し、 一 化 一 五 年 じ ま 
つて 遂に 聯合 网侧 じ屬 し、 戰後 网際聯 邸の 支持を となつ たもので あ b 、 义戰 なのか 太 利は" シャ 革命 
の影嚮 じよつ て お 產ま義 が漫延 して 破壊的 影嚮を 及ぼした が、 獨逸 程の 絶望の 狀態 じは おらな かつた 0 


尤も これは 伊太利が ホ 產ま義 じょつ て 受けた 深刻な 巧惱を 巧を する こク」 ではない 〇大戰 の 結 ホの 年 じ 
は 伊太利 社會黨 は斷然 優勢を 持し、 然も をれ は 著しく 共産主義のを おを 示しつ、 をつ た〇之 じ對 して 
一九 一九 年 一巧 じ 創設 せられた カソリ "ク 黛は、 この 共產 主義 的 色 おを もつ 社を 主義 じ對 がして 白色 
ィンタ ー ナン 3 ナ^を 組織 せん V . し、 をの 他 自由 黨 、民 ま黨、 國巧黨 等が 巧對 立して ゐ たが 時局を が 
收 する 勢力 VJ な 6 得ず、 共産 ま義は 盛々 猎縣 し、 ストラィキ、 小作ず 議 、工場 占領、 暴動の 頻發 とな 
b 階級 圃 ずは 巧 第 じを 命 化しつ、 あつた 〇 革命的 ー サン デ カブ ストで あつた ムッソ ブ I を 先頭 どす る 
ファ ッン ズム はか、 る戰 後の 渾沛の 中 じ 生れ 出で、 一九 111 一年 十月 じは 遂じフ T ッ シストの nl マ 進軍 
成りな じフ T ッシ スモ (組を) 岡 家が 形成の 緖 じつい わので ある 0 

然し 乍ら、 伊太利で はこの 反共 產ま義 、反 資本 ま義を 標榜す るフ 7 ッショ 運動は、 何等 特別な 反 セ 
ムま義 政策を 伴は なかつ たこ どは 前章で 述べた 通りで あるが これは 先づ 第一に が 太 利のを ホょ ちの 膝 
お 的 傅統じ 於いて さぅな ので あると 云つ てい/ 1 であらぅ 〇卽も 世界 帝闕 どしての 口 I マの 俾統 を繼い 
で、 近代 伊太利の 民族的 統一の 機 じ 臨んでも、 伊太利は 御 太 VJ •キリシ ャ との 間 じ 別個 じがな せる を 
を、 藝術 等の 文化 融 をを 使 か VI する もの だ ごい ふ网民 意識が 勃興した ので あつて マッチ ー ニ Giuseppe 
Mazzini のかき も 略々 同糕の 見解を 有して ゐた〇 み じが 太 利 じ 於け る納太 人口の 比較的 少 いこ •と、 特 
じ獨 逸、 フラン' ス 等と 異 つて 納太 人が 政治 經辦 上の 支配 權を捏 つて ゐ なかつ たこ 艺 'あび 伊太利が 大 
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戰中聯 を 岡 侧じ屬 し 戰後も 网際聯 邸 じ 於て 獨逸 VJ は異 つた 地位 じあつ たこ VJ 等 じ もを るので ある 0 
勿論、 狼 太 人の 一部 VJ 伊太利 人の 間 の 風俗、 巧惯 、ちを 等の 對 立は、 ホく よりが 化し、 又 個々 の 
經濟的 競ず も 巧 はれて ゐ ねので あるが、 フ T ッ シズ ムか 水利 じと つて 微太 人拂 斥が、 現實的 問題 ごな 
b 始めた のは 何这云 つても、 一九 S お 年 じ勃發 した H チ オビア 戰ず じ關聯 した 國院 聯盟 諸 岡の お伊經 
濟制 栽を 契機と して ゐる ことを 設 めなくて はならぬ 〇卽 ち、 フ 7 ッショ 伊太利の 排微太 人 政策は、 を 
の 對內的 意議よ b も、 をの 對 外的 意義 じより 多く 巧 巧して ゐ ると 考 へられる 所な である 〇ユチ オビア 
戰 ず自體 じついて 見ても、 聯盟 の關 係を 除外して 見れば、 伊太利は 何等 特に 御 太 人じ對 して 反 威を 
示すべき お據を 有しない ので あつて、 ユチオ ピャ 遠征 じ も 絶 太 人は 義巧兵 W してが 太 利 軍 じ 夕數褒 加 
して 居 b、 をの 中の 百 五十 名は 重要な 地位を 約を されて ごフ ー 八 じ 止まり、 彼等の おが 官 たる 猶太 人 
モ ディア ー ノ は、 アデ ス •ア V バじ 於て 垂 要な 地位 じつくべく 出發 したとの 報 導 も 見ぇた 位で ある 0 
つ！' lie -Am さ iean 田 ebrew.、、 一が Jlme、 一赛づ 

然し 對 外的に 見れば、 共 產ま義 の ソー ー 聯邦を はじめ 英 •佛 •义 等の デモ クラシ イ諸國 は、 フ T ッ シズ ム 
をな て デ モク ラシィの 敵 S してを 製して 居ち、 特に 岡 際 聯盟の お 伊 制 栽、 纔 いて、 が 太 利 0 聯邸脫 退 
等 じより、 なじ 伊太 刺が 御义 人間 題を 採 b 上げる じ まる 現實的 基礎が 造られた ので ある 〇 伊太利 反 セ 
ムま義 は はじめは 反 シオニズム VJ して 現 はれて ゐ るので あつて、 一义 一二 六 年 おまでは 、伊太利 諸新閒 


も殆ん でた シオン ま義を 持して ゐた〇 これは 又、 職强 、巧 じ 之を 牛耳る 巧 网じ對 するな 柴 手段 ど さ 
れ 、シオニズムは 巧 岡 •/」 不可 みのもの であ り、 英國 はが 太 利の 敵で あるから シオニズム も 亦が 太 利の 
敵 ク」 して 排擊 さるべき だ、 の 論法を 用 ひて ゐる〇 又、 共産 ま義闽 VJ して 伊太利 じ對 立し、 聯盟の お 
が 制裁を 强硬じ ま 張した ソ聯 がじ勒 しても、 シオニズム ごボ八 シェ ダ ィズムとは 叢 面的關 係を ちす る VJ 
論じて 之を 排狗太 ま義じ 結びつけて ゐる〇 掛英關 係 じ 於て は パレスタインが 問題 夕」 なり、 伊太利 自身 
の 近東 政策 ど 結を して アラ ピア 囘敎 徒の 懐柔策 どして、 反 網 太、 なお 的 傾向を 利用して ゐる〇 この 罔 
敎徒 懐柔策は、 リビア、 ユント リア、 ユチオ ピア 等の 伊太利 楠 ほ 地 統治 じついても 利用され て おる 0 
エチオピアの 場を じは、 をの 討 征じ當 つては、 アビシニア 民族は ホ だ野蠻 の狀應 じある もので 優秀な 
る アリ アン 人の 指 溝 じ 服すべき ものごい ふ アリ アン 民族 原則が 唱 へられ、 をの 征服 U つて 統治 問 趣と 
なつて は、 ユチオ ピヤの 囘敎 徒やキ ブス ト敎 徒を 懐柔す るた めじ 御 太 人 問題が 利用され たので ある 0 
然し、 ナチ ス獨 逸の 涧 太 人 排斥が が 太 利 じ おして おへた 影 嚮は矢 張 6 見逃す こごは 出 ホないで わら 
う〇 これは 勿論、 ムッソ リ ー ニの 云つ たやう じ單 なる 模放 でない こ-/」 は、 上述し わ やう U 獨が 兩闽の 
胳あ的 差異 じょる だけで も 明かで あらう 〇然 しこの ことは 獨 逸の 辆义人 排斥が が 太 利に おして 影經を 
與 へたの み ら ず、 义ぶ點 じがて は 共通の 根據を おする ごい ふこ， とを 巧を する じ おる ものでは ない 0 
特に、 网際 聯削脫 おおた る H •獨 •巧の おおを のが 立 (一九 一二と 年) な 巧、 獨 逸の 御 义 人 排斥が 巧义利 
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じ 巧へ わ 影嚮は 巧を されない 〇 伊太利の 祈よ 人 排斥 政策が 防共 協定 成立 間 もな ぐ 確を され わ こごは 之 
を 物語る もの ご 云つ てい、 でぁらう 〇特じ 共產ま 義排帶 W 網 义人排 巧 S を 結びつけて 考 へ、 この 兩あ 
間の 緊密なる 關 係を 認識す る じ まつた S いふ 點で はさう でぁらう 0 

要する じ、 ヨ ー ロッ パを めぐる 第二 か 世 ホ大戰 のを 成は、 フ 7 ッシヨ 伊太利の 网內 統一を 益々 緊要な 
らしめ、 之が ためじ 民族 ブ^ジョ アジ ー や 共を ま義 者を 統制す るた めじ 掛巧策 ミして 猶太 人 問題が 取 
ち 上げられる VJ いふ こ 夕」、 をび 戰 ずを 目前に して か 太 利を スパィす る 一般 外网 人を 簿戒 し、 又、 濁 •懊 
の 被 追 あ 猶太 人の が 太 利 流入を 巧 止せん とする 目的 等の ためじ も ホ 之が 巧 用され る夕」 いふ こと —— 
(是等 被 あ 放辆太 人が、 多く 無產 者、 中產 者で ぁる こ》」 をもう 一度 思 ひ 合は せて 見る 必要が ぁる)！ 
この 邊が 恐ら < 伊太利の 狗太人 政策の 內政的 意義を がす もので ぁらう 0 
最後 じ、 フ T ッ シストの 排 猶太 政策 マ 法王 朝との 對立 じついて 一言して わきね い〇 この 點は 
獨 逸の 場を ごは 甚だを の實際 的ぶ 礎を 異にして ゐる〇 勿論 カソリックのを 義 ょりす る、 排 猶太 理論に 
おする お 則 的な 立場は ナチ スじ對 する 場合と 少しも 違つ てゐ ない 〇た 5^ ナチ スが 猶太 人じ對 してを 面 
的を おの 原理を 揭げ (實 際の じは 必ずしも さう ではない が)、 フ T ッ シヨが 原則的 じは 必ホ しも 猶太 人 
を 排斥し ない V 」 いふ 違 ひじょ つて、 之じ對 する 法王 朝の 柜韵的 態度の 差は がな する 艺 見なくて はなら 
ぬ〇 この 點 では 確か じ ナチズム ょち もフ 7 ツン ズムの 方が カツ リブ クの 敎義 どか 解し おいと 云へ やう 0 


だから ムッソ リ ー ニが、 ピゥス 法王の 「伊太利は ナチ スの眞 似を して ゐ る」 VJ いふ 說じ 反驳を 加へ、 
伊太利は をの 濁 旨の 劍造的 ほ 族 お理じ 立つ のだ这 云つ た 場を、 この 兩 者は 對 ぶして ゐる ごい ふよ b 
も* むしろを の 原則 じ 於て よち 離 和 的で ゐるこ VJ を 示す ことじな るので ある 〇 しかし 敎條 及び 理論の 
外 じ、 をの 實際 的、 現實 的な 慕 礎 じついて はでう であらう か。 この 點じ 於いても 巧々 は獨 逸の 場を 夕 J 
甚だ 相違して ゐる ことを 認める ので ある 0 

先づ 人口の 點 から 考察して 見やう 〇獨 逸の カソ ブック 敎 徒は、 一 化 111111 年 六月 十六 日の 調査 じよれ 
ば ニー、 と 六 0、0 六 お 人 (ザ I 八 地方を をむ) で、 を獨 逸人 ロモ人 じつき 1111 一九 •六 人の 割を である 0 
(„ St を is を ch を tJahrbuch を r das Dei 一す he Reich.: 1936. von mtatis な sches Reiclisani こ 之 じ 反して が 
太 利の カソリック 敎 徒は 旣述の やう じ、 が 太 利 全ん 口 千 人 じついて 赏じ化 化 六 •一人で あつて、 が 太 
利 人は をの 殆 でを 部が カソリック 敎徒 である々」 云つて 差 まへ ない ので ある 〇だ からな では、 カソ リッ 
ク敎 徒で ある ど 云 ふだけ じよつ ては、 をの 社會 的、 經濟的 基礎を 云々 する こ ィ」 は出來 難い 〇 これは、 
が 太 利の 封建 制から あ 化 社 曾への 政を、 經濟的 變革じ 伴ふ宗 敎の變 革が、 獨 逸の 如き お 立のを 岐 (力 
ソ リック じ おする 八— ブ八 敎の發 生) S して 現 はれて ゐ ない 夕 J いふ こど じ 結びついて ゐる〇 と 云つ て 
も 伊太利では、 か、 る 社 巧のを おじ 照應 する 萬 お 的な をが を然巧 化しな かつた のでは なく、 カ ソブッ 
クの 根本的 敎萬 じこを 趨 をはな かつ わが、 お 式を 去つ て 精神 じ歸る いふ^ 1 ブ^ や 力 八 ゲィンのを 


敎 なをの 精神は 聰ひ難 <顯 はれて ゐる〇 法王は® 裕 的な 支祀權 から 去つ て、 精神的、 宗敎的 支配 じ歸 
るべき だ VJ いふの がを の 中也觀 をを なして ゐる〇 然し この 問題は かして 一舉 じして 片付かな かつた 0 
巧、 この 問題 —— (をれ はサゲ f ィァ 王家 ど 法王 廳 、ロー マ 敎曾ご 岡 家の 問題で あな) —— を 始めて 解 
かした ものは 實じ フ’ジ シストで ある ご稱 してい、 位で ある 〇元巧 社 曾 ま義濟 であつ た ムッ ッリ ー ニ 
自身は ま 敎じ餘 b 關必を おしない とい ふより 寧ろ 無神論者 どして 通つ て ゐる〇 然し 彼は 敎會が 巧して 
ゐ る現势 力を 無視 又は 輕視 しな かつた 〇 彼は 法王 廳ご 政が との 百年 來の闕 ずを 勢力の 浪巧这 見做し わ 
ので ある 〇 

大戰 じよつ て 伊太利 自髓 VJ 共 じが 觸 して ゐたゲ 7 チ カンは、 戰 後の 恐 滞 じ 乗ずる お産ま 義 のを 威 じ 
對 して フ - ッ シズ ム VJ 共通の 利 善 じ 立つ た〇兩 者の 問 じ 種々 の ホみ 寄 b が ぁつた 後、 遂に 一九二 化 年 
二片十 1 H ムッソ リ ー ニ W ゲ T チ カンの ガスパリ 枢機 官 VJ の 間 じ 協定が 結ばれ、 六月 十 S 日 じ 伊太利 
議哟の 批准を 經て 確を された 〇 これ ご 共 じ ラ テ ラン 協定が 成立し、 これ じは 政を 條 約、 を 激處 履 、 n 
ン コ^ ダ ー ト がか よれて ゐ 、この 協を じ 上つ て ゲァチ カンは 一個の 獨立闽 ごな つた 〇 法王 廳 はが 太 利 
王 岡 S をのを 都 曰 1 マを 承認し、 伊太利 王國は 法王を ゲ T チ カン 岡 家の ま權 あどして 承認した 0 

ゲァチ カンは 獨立闽 である 〇化 つて フ T ッ シスト 政 おの 民族 政策 じ對 して 干渉すべき 樵 能は ホして ゐ 
ない ので ある 〇 然しを の殆ん で圣國 民が カソリック あ 徒で あるか 太 利 じどつ て、 カソリック 致の 「宇 


宙ぷ 族」 の敎 義じ眞 向から 對立 する こごは 統治者 ごして 拙劣な 態度で ある 〇义 伊太利は 實際じ 於て を 
れ ほどを じ 排外的 民族主義を 形成す る 要 もなかつ たので ある 〇反 猶太 ま義 じついても 同然で ある 〇ム 
ッソリ ー ニ 自身' が、 猶太 教の カソリック 敎 への 發展を 認め、 しかも この こ を 可能なら しめた ものは 
實に化 界のロ ー マで あると 語つ てゐ るので ある 〇 「をれ は パレスチナで 生れて ロ ー マで カソ ブックと 
なつた 宗敎 である 〇 もし パレスチナで 停つ てゐ わと したら、 緻 なが. が 園氣の 中じ榮 をた 少数 宗派の 一 
つな 上の 意義を かち 得な かつた だら ぅし、 また 猶太 敎のお 侶 乃 ま 治 撰驛の 運動な 上 じ 出な かつた であ 
らう 」 ご〇 

要 之、 獨 逸では 猶太 敎 及び カソリック 敎 曾じ勒 してを 然の闕 巧が 巧 はれた が、 が 太 利では カ ソブッ 
ク敎巧 VJ フ T ッ シスト 岡 家の 問 じ 一種の 提携が 成つ てゐ るので あつて、 これは プ T チ カンが 伊太利 じ 一子 
在し、 が 义利圃 民が おんど カソ ブック 敎 得で あると いふ こどを びを の 長き 歷化 的諸條 かじょ つて さぅ 
なので ある 〇然 しこの 提携は 本質的な 離を ではない ク」 いふ》」 ころ じフ T ッ シストの カソ ブック 敎をじ 
對 する 特殊の 政 巧が 生れる ので ある 0 

狮 、が 太 利 王网內 のカソ ブック 敎 徒の 一部は カソリック 民衆 黨を 組織した が、 これは 保ず 戴と を 同 
しわと ころ じ 見ても わかる やぅ じが 太が の 巧 守 的 勢力を 化を して ゐ たもので ある 〇 この 誤 並 じ カソリ 
ック懦 同 紐な は、 フ ，ッ シスト 制 下 じあつ て自發 的な 形で 解消し わ 0 
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